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54 年間の感謝を込めて―

写真：市立桜井南幼稚園「ありがとうのつどい」フィナーレ写真：市立桜井南幼稚園「ありがとうのつどい」フィナーレ



広報わかざくら　令和８年６月号 2

　幼稚園の頃からの友達
で、同じ中学校に通って
います。一番遊んだのは、
園庭の築山。たくさんの
思い出が詰まっている場
所です。

　父親の通った幼稚園
に、１年間一緒に通いま
した。毎日、お母さんと
楽しく通園しました。一
緒に雲

うんてい
梯で遊んだのが、

楽しかったです。

閉閉園園式式市立桜井南幼稚園市立桜井南幼稚園

笑顔あふれた日々に ありがとう

　温かい光が差し込む園舎と自
然豊かな園庭で、昭和 47年の創
立から 54 年間、2,533 名のこ
どもたちが健やかに育ちました。
歴代の教職員・保護者・地域の
皆さん、長年のご支援・ご協力、
ありがとうございました。

　３月20日㊎㊗、長きにわたっ　３月20日㊎㊗、長きにわたっ
てこどもたちの成長を見守ってきてこどもたちの成長を見守ってき
た市立桜井南幼稚園が、閉園の日た市立桜井南幼稚園が、閉園の日
を迎えました。たくさんの笑顔とを迎えました。たくさんの笑顔と
ともに紡がれてきた歴史と思い出ともに紡がれてきた歴史と思い出
を胸に、これまでの感謝と新たなを胸に、これまでの感謝と新たな
門出を祝う気持ちがを込められた門出を祝う気持ちがを込められた
閉園式が行われました。閉園式が行われました。

▲�最後の卒園児が幼稚園のシ
ンボル・くぬぎの木のどん
ぐりで作った記念品。来園
した皆さんに配られました。

井上陽子 園長
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集めました 思い出の声

　３月に、お姉ちゃんが
卒園しました。優しい先
生ばかりで、楽しい幼稚
園生活でした。毎年盛り
上がった運動会が、思い
出になっています。

　親子で卒園。私は、広
い園庭で色水遊びをした
ことが思い出です。娘は
観察池のカエルが大好き
で、幼稚園に広がる自然
を楽しんでいました。

　閉園式の後には、PTA の皆さん　閉園式の後には、PTA の皆さん
などの協力で「ありがとうのつどい」などの協力で「ありがとうのつどい」
を開催。卒園生や地域の皆さんが園を開催。卒園生や地域の皆さんが園
庭に集い、名残を惜しみながら、思庭に集い、名残を惜しみながら、思
い出の場所で自由に過ごしました。い出の場所で自由に過ごしました。ありがとうのつどいありがとうのつどい

思い出と感謝 分かち合うひととき



写真　「アジサイ」長谷寺写真　「アジサイ」長谷寺

4広報わかざくら　令和８年６月号

令和８年6 月 1 日発行　№ 218令和８年6 月 1 日発行　№ 218

桜井市議会広報委員会（事務局　42‐9132、FAX46‐5930）

定例会・臨時会概要………………………４定例会・臨時会概要………………………４
議案審議結果・表決 …………………５～６議案審議結果・表決 …………………５～６
予算特別委員会・常任委員会………６～９予算特別委員会・常任委員会………６～９
代表・一般質問………………………９～ 11代表・一般質問………………………９～ 11
令和８年新役員選出………………………12令和８年新役員選出………………………12題字　桜井高校書芸コース２年　森本梓心　さん題字　桜井高校書芸コース２年　森本梓心　さん

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  ３ 月 定 例 会 　 主 な 議案議決結果

３
月
定
例
会
報
告

　
・�

一
般
会
計
予
算
２
７
３
億
４
３
０
０
万
円
可
決
等

５
月
臨
時
会
報
告

　
・�

新
役
員
選
出
等

　
令
和
８
年
３
月
定
例
会
は
、
３

月
４
日
㊌
～
25
日
㊌
ま
で
の
22
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
８
年

度
桜
井
市
一
般
会
計
予
算
等
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５

月
臨
時
会
は
、
５
月
７
日
㊍
に
開

か
れ
、
令
和
８
年
新
役
員
の
選
出

等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

◇
令
和
８
年
度
予
算
・
・
・
７
件

◇
令
和
７
年
度
補
正
予
算

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
件

◇
条
例
の
制
定
・
・
・
・
・
１
件

◇
条
例
の
全
部
改
正
・
・
・
１
件

◇
条
例
の
一
部
改
正
・
・
・
８
件

◇
発
議
案
・
・
・
・
・
・
・
１
件

５５
月月
臨
時
臨
時
会会

◇
報
告
案
件
・
・
・
・
・
・
５
件

◇
条
例
の
一
部
改
正
・
・
・
２
件

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

◇
新
役
員
選
出（
12
ペ
ー
ジ
記
載
）

◇
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
１
件

桜井市議会桜井市議会
インターネット録画配信インターネット録画配信

インターネット議会中継
（録画）は、本会議や

委員会の様子を約２週間後に
配信しています。「会議名」・
「議員名」・「ことば」等で検索
することもできますので、ぜ
ひご覧ください。また、定例
会や臨時会の会期中は１階ロ
ビーのモニターでライブ配信
を行っています。

録画配信はこちら▲
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議案番号議案番号
（付託委員会）（付託委員会） 件　　名件　　名 概　　　要概　　　要 議決結果議決結果

議案第８号
（予算特別委員会） 令和８年度桜井市一般会計予算 予算総額 273億 4,300 万円

（前年度比 5.7％増） 可決

議案第９号
（予算特別委員会）

令和８年度桜井市住宅新築資金等
貸付金特別会計予算

予算総額 240万円
（増減なし） 可決

議案第 10 号
（予算特別委員会）

令和８年度桜井市国民健康保険特
別会計予算

予算総額 61億 197万 4,000 円
（前年度比 0.1％減）

可決
※�６ページ「各議
員の賛否」参照

議案第 11号
（予算特別委員会）

令和８年度桜井市駐車場事業特別
会計予算

予算総額 4,208 万 9,000 円
（前年度比 15.0％増） 可決

議案第 12 号
（予算特別委員会）

令和８年度桜井市介護保険特別会
計予算

予算総額 68億 6,128 万 4,000 円
（前年度比 4.1％増） 可決

議案第13号
（予算特別委員会）

令和８年度桜井市後期高齢者医療
特別会計予算

予算総額 12億 4,851 万円
（前年度比 12.5％増）

可決
※�６ページ「各議
員の賛否」参照

議案第 14号
（予算特別委員会）

令和８年度桜井市下水道事業会計
予算

収益的収入 12億 117万 6,000 円
（前年度比 1.1％増） 可決

議案第 15 号
（総務委員会）

令和７年度桜井市一般会計補正予
算（第６号）

補正額６億 5,686 万 5,000 円
一般管理費で、財政調整基金への積立金等 可決

議案第 16 号
（総務委員会）

令和７年度桜井市国民健康保険特
別会計補正予算（第４号）

補正額１億 6,700 万 1,000 円
一般被保険者医療給付費分で、一般被保険者医
療給付費納付金等

可決

議案第 17 号
（総務委員会）

令和７年度桜井市介護保険特別会
計補正予算（第５号）

補正額 6,000 万円
介護給付費で施設介護サービス給付費にかかる
追加所要額等

可決

議案第 18 号
（総務委員会）

令和７年度桜井市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

補正額 2,573 万円
奈良県後期高齢者医療広域連合給付金で、後期
高齢者医療保険料の増加を受けての奈良県後期
高齢者医療広域連合納付金に係る追加所要額

可決

議案第 19 号
（文教厚生委員会）

桜井市特定乳児等通園支援事業の
運営に関する基準を定める条例の
制定について

乳児等通園支援事業が給付化されることに伴い、
事業者に対する子ども・子育て支援法第 54条の
2の確認行為にかかる基準を規定する条例を制
定する。

可決

議案第 20 号
（文教厚生委員会）

桜井市乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条
例の全部改正について

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準の一部改正に伴い、所要の改正を行う。 可決

議案第 21 号
（文教厚生委員会）

桜井市乳児等通園支援事業の実施
に関する条例の一部改正について

子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、所要
の改正を行う。 可決

議案第 22 号
（総務委員会）

桜井市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正について

新たに個人番号を用いた事務を追加するため、
所要の改正を行う。 可決

議案第 23 号
（文教厚生委員会）

桜井市附属機関設置条例の一部改
正について

「桜井市開校準備委員会」を新たに附属機関とし
て設置するため、所要の改正を行う。 可決

議案第 24 号
（文教厚生委員会）

桜井市立学校設置条例の一部改正
について 桜井南幼稚園の閉園に伴い、所要の改正を行う。 可決

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  ３ 月 定 例 会 　 主 な 議案議決結果



6広報わかざくら　令和８年６月号

　 　 　 3 月 定 例 会 　 主 な 議 案 議 決 結 果 ・ 予 算 特 別 委 員 会

議案番号議案番号
（付託委員会）（付託委員会） 件　　名件　　名 概　　　要概　　　要 議決結果議決結果

議案第 25 号
（文教厚生委員会）

桜井市国民健康保険税条例の一部
改正について

地方税法施行令の一部改正に伴い、所要の改正
を行う。 可決

議案第 26 号
（文教厚生委員会）

桜井市介護保険条例の一部改正に
ついて

介護保険法施行令の一部改正に伴い、所要の改
正を行う。 可決

議案第 27号
（産業建設委員会）

桜井市火入れに関する条例の一部
改正について

奈良県広域消防組合火災予防条例の一部改正に
伴い、所要の改正を行う。 可決

議案第 28号
（総務委員会）

桜井市消防団員等公務災害補償条
例の一部改正について

非常勤消防団員等に係る損害賠償の基準を定め
る政令の一部改正に伴い、所要の改正を行う。 可決

発議案第４号
（総務委員会）

桜井市議会議員定数条例の一部改
正について 桜井市議会議員の定数を16名から14名に減少

否決
※６ページ「各議
員の賛否」参照

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  予 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇、 反対 ･･･ × 、棄権 ･･･ △、 欠席 ･･･ －）※議長は表決に加わりません。

札
辻　
輝
巳

○

○

○

東　

俊
克

○

○

○

土
家　
靖
起

議長

議長

議長

岡
田　
光
司

○

○

×

西　

忠
吉

○

○

×

阪
口　

豊

○

○

○

大
西　

亘

○

○

×

井
戸　
良
美

○

○

○

大
園　
光
昭

○

○

×

小
西　
誠
次

○

×

○

工
藤
敏
太
郎

○

○

×

山
岡　
康
了

○

○

×

杉
山　
歳
和

○

○

×

島
岡　

誠

○

○

×

久
保
田
裕
一

○

○

○

鍛
治　
結
花

×

×

×

議 員
議 案

議案第 10 号

議案第 13 号

発議案第４号

予
算
特
別
委
員
会

 　
　
　
　
（
付
託
案
件
７
件
）

委
員
長　
　
西　
　
忠
吉

副
委
員
長　
杉
山　
歳
和

委
員　
　
　

�

鍛
治　
結
花　
　
久
保
田
裕
一

　
　
　
　
　
島
岡　
　
誠　
　
大
園　
光
昭

　
　
　
　
　
大
西　
　
亘　
　
岡
田　
光
司

　

�

令
和
８
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
予
算

　
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
つ
い
て
、
現

在
の
削
減
量
を
訊
く
。
ま
た
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
え
る
化
の
た
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。

答�　
削
減
面
積
は
７
、２
２
６
平
方
メ
ー
ト

ル
、
削
減
率
は
２
．
87
％
で
あ
る
。
財
政

状
況
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
市
民

に
公
開
し
て
い
く
。

問�　
市
税
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
と
固
定
資

産
税
を
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答�　
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
労
働
人
口

の
１
．
２
％
減
少
を
加
味
し
た
上
で
、
所

得
動
向
・
賃
金
動
向
を
基
に
４
．
５
％
の

増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
、
商
業
地
・
工
業
地
の
評
価
上

昇
を
見
込
ん
で
算
出
し
て
い
る
。

問�　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま
え
て
見
直
し
を

行
う
の
か
。

答�　
県
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
踏
ま

え
、
職
員
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
受
援
計

画
・
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
見
直

し
を
進
め
た
い
。

問�　
学
童
保
育
に
つ
い
て
、
待
機
児
童
は
現

在
い
な
い
の
か
。

答�　
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
に
お
け
る
待

機
児
童
は
、
ゼ
ロ
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

問�　
休
日
診
療
所
に
つ
い
て
、
平
日
夜
間
は

木
曜
日
の
み
診
療
を
実
施
し
て
い
る
理
由

は
何
か
。
ま
た
、
木
曜
日
の
夜
間
診
療
に

要
す
る
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答�　
一
次
救
急
・
初
期
救
急
医
療
を
提
供
し

地
域
全
体
の
医
療
体
制
を
維
持
・
確
保
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
予
算

額
は
２
８
５
万
円
で
あ
る
。

問�　
有
害
野
生
獣
防
止
用
防
止
柵
の
設
置
補

助
金
は
、ど
の
程
度
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答�　
令
和
６
年
度
は
39
件
、
令
和
７
年
度
は

現
時
点
で
41
件
の
実
績
で
あ
る
。
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主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　  予 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会

問�　
相
撲
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
内
容
を
訊
く
。

答�　
毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
ど
も
相
撲
大
会

を
、
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
相
撲
発
祥

の
地
を
全
面
に
押
し
出
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。

問�　
道
路
管
理
通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
料
に
つ

い
て
、
内
容
を
訊
く
。

答�　
職
員
が
道
路
を
通
行
す
る
際
に
、
陥
没

な
ど
が
あ
れ
ば
通
報
で
き
る
ア
プ
リ
の
利

用
料
で
あ
る
。

問�　
学
校
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営
業

務
委
託
料
に
つ
い
て
、
内
容
を
訊
く
。

答�　
運
動
部
及
び
文
化
部
の
地
域
ク
ラ
ブ
へ

の
移
行
に
係
る
諸
経
費
で
あ
り
、
委
託
先

は
桜
井
市
体
育
協
会
で
あ
る
。

　

�

令
和
８
年
度
桜
井
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
創
設

に
伴
い
、
税
率
は
ど
う
な
る
の
か
。

答�　
県
内
で
は
保
険
税
率
が
統
一
さ
れ
て
お

り
、
所
得
割
で
課
税
所
得
の
０
．
31
％
、

均
等
割
に
つ
い
て
は
年
間
１
、９
０
０
円

で
あ
る
。

�　

�

令
和
８
年
度
桜
井
市
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
令
和
７
年
度
の

新
規
数
及
び
維
持
管
理
総
数
を
訊
く
。

答�　
新
規
数
は
約
30
件
で
あ
り
、
維
持
管
理

数
は
２
３
１
件
で
あ
る
。

　

�

令
和
８
年
度
桜
井
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
創
設

に
伴
い
、
税
率
は
ど
う
な
る
の
か
。

答�　

保
険
料
は
、
所
得
割
で
課
税
所
得
の

０
．
25
％
、均
等
割
に
つ
い
て
は
年
間
１
、

４
０
０
円
で
あ
る
。

総
務
委
員
会

 　
　
　
　
（
付
託
案
件
７
件
）

　

�

令
和
７
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
補
正
予

算
第
６
号
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
繰
越
明
許
費
を
計
上
し
て
い
る
が
、
次

年
度
予
算
、
補
助
金
申
請
に
影
響
は
な
い

の
か
。

答�　
国
の
補
正
予
算
成
立
を
受
け
て
、
今
回

予
算
計
上
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
繰

越
し
て
い
る
。
当
初
、
予
定
し
て
い
た
入

札・契
約
の
遅
延
に
伴
う
繰
越
分
も
あ
る
。

来
年
度
に
影
響
が
な
い
よ
う
、
年
度
内
執

行
に
努
め
た
い
。

問�　
避
難
所
の
備
品
購
入
、
消
耗
品
購
入
の

詳
細
と
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
予
算
化
さ

れ
た
理
由
を
訊
く
。

答�　
備
品
と
し
て
、
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
・
ト

イ
レ
用
テ
ン
ト
・
水
循
環
式
手
洗
器
・
水

循
環
式
シ
ャ
ワ
ー
・
炊
出
し
か
ま
ど
で
あ

り
、そ
れ
ら
に
関
す
る
消
耗
品
と
し
て
ラ
ッ

プ
式
ト
イ
レ
用
フ
ィ
ル
ム
・
ト
イ
レ
用
凝

固
剤
・
水
循
環
式
手
洗
器
交
換
用
フ
ィ
ル

タ
ー
・
水
循
環
式
シ
ャ
ワ
ー
交
換
用
フ
ィ

ル
タ
ー
を
購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。
国
の

補
正
予
算
が
令
和
７
年
12
月
に
成
立
し
た

た
め
、
今
回
予
算
計
上
と
な
っ
た
。

問�　
災
害
時
の
避
難
所
の
備
え
は
、
十
分
で

あ
る
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
自
主
防
災
会

の
防
災
訓
練
等
で
、
市
民
の
方
に
直
接
、

防
災
用
資
機
材
に
触
れ
て
も
ら
う
考
え
は

あ
る
か
。

答�　
現
在
の
資
機
材
で
十
分
で
あ
る
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
今
後
も
国
の
補
助
金
等
を

活
用
し
充
実
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
自
主

防
災
会
訓
練
や
出
前
講
座
な
ど
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
、
今
回
購
入
す
る
資
機
材
を
活

用
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
令
和
７
年
度
桜
井
市
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計
補
正
予
算
第
４
号
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
治
療
薬
で
高
額
な
薬

剤
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
く
が
、

本
市
で
の
実
績
は
ど
う
か
。

答�　
特
定
は
で
き
な
い
が
、
高
額
な
薬
が
処

方
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
は
確

認
し
て
い
る
。

　

�

桜
井
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

◆
主
な
意
見
◆

●�

県
内
各
市
と
比
較
し
て
、
本
市
は
人
口
に

対
す
る
議
員
の
割
合
が
多
い
。

●�

定
数
削
減
に
よ
っ
て
、財
政
の
負
担
軽
減
、

意
思
決
定
の
迅
速
化
に
つ
な
が
る
。

●�

議
会
が
自
ら
効
率
的
・
合
理
化
を
進
め
る

姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
行
政
へ
の
改
革
要

求
に
も
説
得
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

●�

議
会
が
市
民
の
多
様
な
声
を
反
映
で
き
る

体
制
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
観

点
か
ら
、
慎
重
に
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。



8広報わかざくら　令和８年６月号

   常 任 委 員 会 ・ 代 表 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 常 任 委 員 会

●�

議
会
基
本
条
例
を
満
た
す
、
明
確
な
改
正

理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

●�
議
員
定
数
の
問
題
は
単
な
る
コ
ス
ト
論
で

は
な
く
、
議
会
の
監
視
機
能
、
政
策
提
案

機
能
、
市
民
の
多
様
な
声
を
議
会
に
届
け

る
代
表
機
能
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

 　
　
　
　
（
付
託
案
件
７
件
）

　

�

桜
井
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
現
在
、
試
行
的
に
運
用
し
て
い
る
基
準

と
の
変
更
点
を
訊
く
。

答�　
４
月
か
ら
全
国
で
本
格
実
施
及
び
給
付

化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
事
業
者
が
市
町

村
か
ら
確
認
を
受
け
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
給
付
費
を
受
領
す
る「
法
定
代
理
受
領
」

を
行
う
た
め
の
運
営
基
準
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
。
公
費
の
適
正
な
支
払
い
を
担
保

す
る
た
め
、
一
定
の
運
営
基
準
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
条
例
制

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

問�　
本
条
例
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
が
原

則
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
独
自
に
上

乗
せ
基
準
を
設
け
な
か
っ
た
理
由
を
訊
く
。

答�　

全
国
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
現
時
点
で
の
国
の
参
酌
す
べ
き
基
準

に
お
い
て
は
、
市
独
自
の
基
準
を
設
け
る

必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
独

自
の
上
乗
せ
は
行
わ
な
い
と
決
め
た
。

　
桜
井
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

　
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
例
の
全
部
改
正
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
に
関
す
る
２
つ

の
条
例
の
違
い
を
訊
く
。

答�　
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
が
根
拠
法
令
で
あ
り
、
公
費
を
事
業
者

に
対
し
て
支
払
う
た
め
利
用
者
と
の
契

約
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
お
金
に
関
す
る
運

用
面
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
条
例
で
あ
る
。

　

�　
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
つ
い
て
の
基
準
は
、
児
童
福
祉
法
が

根
拠
法
令
で
あ
り
、
本
事
業
を
行
う
す
べ

て
の
施
設
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

こ
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に
施
設
が
守
る

べ
き
設
備
面
に
お
け
る
最
低
基
準
を
定
め

た
条
例
で
あ
る
。

問�　
事
業
を
行
う
に
際
し
、
最
も
重
点
を
置

い
て
い
る
の
は
ど
こ
か
。

答�　
親
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
こ
ど
も
の
新
た

な
成
長
の
促
進
・
保
育
士
と
話
を
す
る
こ

と
に
よ
る
育
児
負
担
の
軽
減
等
が
考
え
ら

れ
る
が
、
ど
れ
も
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

�

桜
井
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
実
施

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
対
象
の
要
件
か
ら
市
内
居
住
者
で
あ
る

こ
と
を
削
除
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、
定
員
に

つ
い
て
訊
く
。

答�　
４
月
か
ら
全
国
実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
ど
れ
ほ
ど
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
、
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
定
員

は
私
立
施
設
で
は
６
名
、
公
立
施
設
で
は

８
名
と
設
定
し
て
い
る
。

問�　

定
数
を
超
え
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。
ま
た
、
月
10
時
間
の
制
限
を
超
え
た

場
合
は
、ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
の
か
。

答�　
定
数
を
超
え
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
場
合
に

は
、
定
員
枠
を
増
や
す
か
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
人
材
の
確
保
や
設
備
環
境
等

に
課
題
が
あ
る
。
公
立
で
の
拡
大
は
現
時

点
で
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

　

�　
月
10
時
間
を
超
え
て
本
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
既

存
の
一
時
預
か
り
事
業
な
ど
の
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
案
内
す
る
。

　

�

桜
井
市
附
属
機
関
設
置
条
例
条
例
の
一

部
改
正
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
特
認
校
制
度
の
概
要
を
訊
く
。

答�　
特
認
校
制
度
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
運

営
方
針
等
に
賛
同
い
た
だ
い
た
保
護
者
及

び
児
童
に
対
し
て
、
校
区
外
か
ら
の
通
学

を
認
め
る
制
度
で
あ
る
。

問�　
新
し
い
学
校
に
つ
い
て
、
同
じ
ク
ラ
ス

で
持
ち
上
が
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

答�　
今
回
設
置
さ
れ
る
学
校
に
つ
い
て
は
、

１
学
年
１
ク
ラ
ス
に
な
る
が
、
小
学
校
１

年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
が
集
う
義

務
教
育
学
校
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
異
学

年
交
流
等
を
通
じ
て
、
こ
ど
も
た
ち
が

様
々
な
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
に
、
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

�

桜
井
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
基
礎
課
税
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
課

税
額
の
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

で
、
低
所
得
者
の
保
険
税
に
影
響
は
あ
る

の
か
。
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   常 任 委 員 会 ・ 代 表 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 常 任 委 員 会

答�　
今
後
、
軽
減
判
定
所
得
の
引
上
げ
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
軽
減
措
置
対

象
世
帯
の
拡
大
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

　

�

桜
井
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
今
回
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
収
入
に
、
ど
の
程
度
影

響
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。ま
た
、

令
和
８
年
度
介
護
保
険
料
の
特
例
措
置
に

関
す
る
周
知
の
方
法
を
訊
く
。

答�　
国
は
、
各
保
険
者
に
お
け
る
保
険
料
収

入
に
お
い
て
、
約
１
％
の
影
響
が
あ
る
と

推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
賦
課
決
定
時
の

決
定
通
知
書
に
お
い
て
、
改
正
の
内
容
を

説
明
し
、理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

産
業
建
設
委
員
会

 　
　
　
　
（
付
託
案
件
１
件
）

　

�

桜
井
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正
（
抜
粋
）

◆
主
な
質
疑
応
答
◆

問�　
注
意
報
の
段
階
か
ら
、
た
き
火
等
を
中

止
と
す
る
理
由
を
訊
く
。

答�　
近
年
、
林
野
火
災
が
頻
繁
に
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

で
は
火
災
予
防
条
例
を
改
正
し
、
新
た
に

「
林
野
火
災
注
意
報
」及
び「
林
野
火
災
警

報
」の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
従
来
の

条
例
に
お
い
て
も「
強
風
注
意
報
等
」
を

中
止
の
判
断
基
準
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に

新
た
な
基
準
を
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
効

果
的
な
注
意
喚
起
を
行
え
る
た
め
、
条
例

改
正
を
行
う
。

問�　
全
国
的
に
山
林
火
災
が
頻
発
し
て
い
る

が
、
安
全
確
保
に
つ
い
て
市
民
に
ど
の
よ

う
に
周
知
す
る
の
か
。

答�　
火
入
れ
の
許
可
制
度
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
等
で
周
知
す
る
。

問�　
年
間
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る「
と
ん
ど
」

な
ど
は
、
申
請
が
必
要
な
行
為
に
該
当
す

る
の
か
。

答�　
火
入
れ
の
許
可
制
度
は
、
焼
畑
や
病
害

虫
駆
除
等
の
た
め
に
面
的
に
行
う
場
合
を

対
象
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
と
ん

ど
」
は
火
入
れ
の
許
可
制
度
の
対
象
に
は

該
当
し
な
い
。

※�

各
委
員
会
の
詳
細
は
、
桜
井
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
・　

42-

９
１
３
２
）
で
閲
覧
も
可
能
で
す
。

代表質問「新政自民クラブ」
住みたいまち・住んで良
かったまちになるための
取組について

  久保田　裕一 議員

代表質問「青垣まほろばの会」
❶主な事業や施策について
❷魅力の発信について
❸公有地の利活用について

　島岡　誠 議員

問 ❶桜井駅前活性化の現状と、今後の取組に
ついて訊ねる。❷水道未普及地域について

の理解と、これまでと今後の取組について訊ねる。

答 ❶まちづくり基本計画を策定し、桜井駅周
辺地区まちづくり協議会と意見交換を行い

ながら、事業を進めている。桜井市には多くの観
光資源があり、7月に「飛鳥・藤原の宮都」が世界
遺産に登録されると、これまで以上に観光客が訪
れることが予想される。より多くの観光客に周遊・
滞在していただくためにも、にぎわいの中心とな
る施設整備を、民間の力を借りながら進めていき
たい。❷これまでも給水地域の拡張整備事業を実
施してきたが、未だに未普及地域があることは承
知している。未普及地域に住んでいる方が安心し
て生活できる水環境の整備に向けて、まずは供給
方法の方向性を示していきたいと考えている。

問 ❶市民の生活を守り、暮らしの質の向上を
実感できるために、どのような工夫をした

予算編成をされたのか訊く。❷市制施行 70周年、
「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録が予定される
なか、どのように魅力を発信していくのか訊く。
❸遊休地に対する市の方針を訊く。

答 ❶令和８年度当初予算は、飛躍する桜井
市の未来に向けた予算として、市の魅力発

信や観光・まちづくりに関する事業、将来を担う
こどもたちのための子育て支援や教育に関する事
業、将来にわたって効果的で効率的な行政運営を
行うのための事業を柱に、予算計上している。❷
桜井市は「飛鳥・藤原の宮都」の東の玄関口であり、
PRの予算を計上している。たくさんの魅力がある
ことを発信していきたい。❸未利用地について、
情報を市や県のホームページに掲載し、情報提供
を行っている。売却することを基本に取り組んで
いきたい。
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問 ❶ふるさと住民登録制度について、移住・
定住施策の補完にとどめることなく、人口

減少時代における都市経営戦略としていかに位置
づけ、観光・商工・文化・地域活動・ふるさと納
税等とどう連動させながら、本市と継続的に関わ
る関係人口を創出していくのかを訊く。❷人口ビ
ジョンの下方修正を踏まえ、若者・子育て世代の
流出という課題にどう向き合い、若者定住施策を
市政全体の中でどう位置づけ、今後いかに強化し
ていくのかを訊く。

答 ❶市は、関係人口の創出を総合計画等に位
置づけ、令和８年度から全庁横断で具体化

し、観光・商工・文化・地域活動等と連動させながら、
継続的に本市と関わる人を増やせるよう、戦略的に
国の制度を活用する。❷若者定住を重点施策に位置
づけ、奨学金返還支援の制度設計を進めるとともに、
生活満足度や定住意向も踏まえて施策を評価し、若
者の声を政策に反映できる取組を進めていく。

代表質問「公明党」

問 平成16年４月以降、地方分権一括法が施
行され、地方自治体は法定受託事務を種々

行っている。国と地方の関係が法的に対等になり、
教育・福祉・環境・防災など各分野で地方主導の
政策運営が行われ、住んでいる自治体によりサー
ビスの提供内容等が異なることになった。特に多
くの市民の方が利用する行政窓口について、最適
な窓口とはどのような窓口と考えているか訊ねる。

答 行政窓口は、来庁者一人一人の状況やニー
ズに応じて、できる限り一度の来庁で完結

できる窓口であるべきだと考えている。職員個人
のスキルや経験に依存しない、均質で質の高い窓
口対応を実現したい。桜井市デジタルビジョンに
おいても、書かせない・待たせない・行かせない
窓口の実現やオンライン化の推進など、窓口改革
を明記しており、今後その実現に向けて取り組ん
でいく。
【その他の質問項目】●桜井市ブランド戦略について

一般質問

問 ふるさと住民登録制度は、住民票を移さず
に居住地以外の地域と継続的に関わる人に

「第二のふるさと」として登録できる制度で、登録
者は自治体から情報を受け取ることができるほか、
特定のサービスやイベントに参加しやすくなる仕
組みである。この制度は、地域に対する愛着や関
心を高め、関係人口の創出や移住促進につなげる
ことを目的としている。市長はこの制度について
どのように考えているのか訊ねる。

答 国の制度は「地域を応援したい層」いわゆ
る「関係人口」の規模や地域との関係性な

どを可視化し、直接的なアプローチが可能になる
という点で、関係人口の施策を進める上での有効
なツールになる。人口減少が進む中、こうした制
度を通じて、時に深く関わる「想いのある市民」
を増やすことは、地域経済の活性化、また祭りな
どの伝統行事の継承においても大きな力になり、
意義深いものであると考えている。

ふるさと住民登録制度に
ついて

❶�ふるさと住民登録制度
について

❷若者の定住政策について

市民サービス向上に
ついて

大西　亘 議員

大園　光昭 議員　東　俊克 議員

一般質問

代表質問「桜井黎明の会」
ハブシティ構想の真価に
ついて

岡田　光司 議員

問 真のハブとは、そこを中心に市民の暮らし
に新たな鼓動が生まれ、利便性が高まり、

ひとりひとりがその恩恵を実感できる場所である
べきと考える。日常生活のなかで、どのような具
体的なメリットが生まれると考えているのかを訊
ねる。

答 交通アクセスの向上と、交通結節点として
の桜井駅の機能強化により、移動の利便性

が高まり、市内外へのアクセスが格段に便利にな
ると考える。また、市内各所に飲食店や商業施設
が充実し、買い物環境の改善につながると期待し
ている。さらに、まちが活性化し人の流れが生ま
れることで、医療・福祉施設の充実や公共交通の
維持拡充にもつながり、通院をはじめとした生活
利便性の向上が図られるものと考える。桜井市で
暮らし、働く人たちが安全・安心に暮らせるまち、
訪れた人がまた訪れたいと思うまちを実現するた
め、先頭に立って取り組んでいきたい。
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問 中期財政計画では、令和７年度は国庫支出
金が 82 億 3,400 万円から 63 億 4,800

万円と 18 億 8,600 万円の減額、地方債は 32億
9,900 万円から７億 1,200 万円と 25 億 8,200
万円の減額となる。今後、歳入規模が拡大する見
込みはなく、歳出規模が小さくなることもないと
考えられ、このままでは、市政が危機的な状況に
陥る恐れがある。今後の市政運営が危機的な状況
にならないか、市長の考えを訊ねる。

答 魅力的な働く場をつくる活力あるまちづく
り、地域資源を生かしにぎわいを育むまち

づくり、子育て世代に選ばれ子どもが輝くまちづ
くり、誰もが安心して快適に暮らせるまちづくり
という４つの戦略的プロジェクトの取組みを進め
ることで、悪循環を断ち切り、危機的状況から好
循環へと流れができるよう事業を進めていきたい。
【その他の質問項目】●防災対策について

一般質問

問 住宅管理などの専門ノウハウを持つ民間事
業者に、施設の維持管理を委ねることで、

適切かつ迅速な施設管理が可能となる。職員の負
担を軽減し、よりよい住宅行政を推進するために
も、公営住宅等の民間委託を検討する段階にきて
いると思うが、市長の考えを訊ねる。

答 住宅管理の専門ノウハウを持つ民間事業者
に維持管理を委ねることで、迅速なトラブ

ル対応が可能となるほか、業務効率化により質の
高い住宅行政に注力できるようになるという点に
ついては、大変有効な選択のひとつであると認識
している。施設のより適正かつ効率的な管理方法
として、指定管理者制度の導入に向けた検討をさ
らに進める。入居者の安全で安心な暮らしを支え
る仕組みを構築し、公営住宅等長寿命化計画の各
事案を実現していくために、全庁的な視点をもっ
て総合的に判断していきたい。

問 国の休日の部活動の地域展開を進める方針
を受け、奈良県は令和 8年度から中学にお

いて、休日における教員の指導による学校部活動
を廃止し、地域への移行を決めた。本市について
も 4月から休日は地域クラブ活動へ移行される。
今後、国の方針により平日の部活動も地域展開す
るとなれば、仕事と両立の難しさ等による指導者
不足が懸念されるが、子どもたちのスポーツや文
化活動が保障されるのか。また、保護者の費用負
担が増えないように、必要な予算や体制が伴った
ものになるよう、お願いしたい。

答 教育の一環として行われてきた部活動の重
要性は十分に理解しており、令和 8年度に

おける平日の部活動は残すこととした。今後設置
する地域クラブにおいても、全ての子どもたちが
参加しやすい環境整備が不可欠である。設置数や
活動の場所、保護者負担の軽減等に十分配慮する
ことをしっかりと考えてまいりたい。

一般質問 一般質問
部活動の地域展開に
ついて

桜井市の財政状況に
ついて

公営住宅等の管理に
ついて

工藤　敏太郎 議員

  小西　誠次 議員

鍛治　結花 議員

問「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録を見据
えて、桜井市の観光戦略の再構築、観光推

進体制の強化について、今後どのように取り組ん
でいくのか。

答「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録は、イ
コモスによる調査を経て、令和８年７月に

韓国釜山で開催される予定の世界遺産委員会にお
いて、登録の審議というスケジュールになってい
る。世界遺産への登録が決まると、前年度より観
光客が増加することが見込まれるが、一時的なブー
ムに終わり、しばらくすると観光客が元に戻って
しまうケースがあると聞く。今後も持続的に観光
客を来訪してもらうには、その周辺も含んだ魅力
の発信が重要である。桜井市の歴史的・地理的な
魅力を発信し、観光客に飛鳥・藤原とあわせて市
内も周遊していただくことで、滞在時間を延長・
観光消費額を増加させ、地域の活性化につなげて
いきたいと考えている。

一般質問
飛鳥・藤原の宮都と東の
玄関口桜井について

　山岡　康了 議員

    一 般 質 問
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議

長　

 
大 
園
　
光 

昭

副

議

長　

 

久 

保 

田
　
裕 
一

監
査
委
員　

 

工 

藤
　
敏 

太 

郎

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
私
た
ち
は
、
去
る
５
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
令

和
８
年
第
２
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
使
命
の
大
き
さ
と
職
責
の
重
大
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
本
市
が
抱
え
る
諸
課
題
に
対
し
、
議
会
と
し
て
の
役
割
を
し
っ

か
り
と
果
た
し
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

委　
　
員　
　
島
岡　
　

誠

〃　
　
　
工
藤　

敏
太
郎

〃　
　
　
小
西　

誠
次

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
西　
　

忠
吉

〃　
　
　
東　
　

俊
克

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
　
鍛
治　

結
花

副
委
員
長　
　
工
藤　

敏
太
郎

委　
　
員　
　
山
岡　

康
了

〃　
　
　
小
西　

誠
次

〃　
　
　
井
戸　

良
美

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

〃　
　
　
西　
　

忠
吉

〃　
　
　
岡
田　

光
司

〃　
　
　
土
家　

靖
起

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長　
　
東　
　

俊
克

副
委
員
長　
　
小
西　

誠
次

委　
　
員　
　
鍛
治　

結
花

〃　
　
　
久
保
田　

裕
一

〃　
　
　
杉
山　

歳
和

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
岡
田　

光
司

議
会
広
報
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
岡
田　

光
司

副
委
員
長　
　
山
岡　

康
了

委　
　
員　
　
久
保
田　

裕
一

〃　
　
　
工
藤　

敏
太
郎

〃　
　
　
東　
　

俊
克

〃　
　
　
札
辻　

輝
巳

令
和
８
年
新
役
員
選
出

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
７
日
に
開
か
れ
、

令
和
８
年
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

委
員
長　
　
島
岡　
　

誠

副
委
員
長　
　
久
保
田　

裕
一

委　
　
員　
　
杉
山　

歳
和

〃　
　
　
山
岡　

康
了

〃　
　
　
井
戸　

良
美

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

〃　
　
　
岡
田　

光
司

〃　
　
　
土
家　

靖
起

〃　
　
　
東　
　

俊
克

〃　
　
　
札
辻　

輝
巳

〃　
　
　
大
園　

光
昭

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　
　
杉
山　

歳
和

副
委
員
長　
　
札
辻　

輝
巳

委　
　
員　
　
鍛
治　

結
花

〃　
　
　
久
保
田　

裕
一

  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      　 　 令 和 ８ 年 新 役 員 選 出

�
意見交換会を行いました

　桜井市議会では、試行的に意見交換
会を開催し、下記の団体と意見交換を
行いました。

【桜井まちづくり株式会社】
�内容　桜井駅周辺地区のまちづくり
について

【桜井市手をつなぐ育成会】
�内容　障がい福祉行政について



【問い合わせ先】けんこう増進課（ 45 - 3443）健康健康だよりだより
健（検）診受けてな～

各種健診の
詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

令和８年度の健（検）診が６月１日から始まります
20～74 歳の皆さんに健（検）診の受診券を送付しました
　特定健診・がん検診・歯周病検
診などを受けるために必要な受診
券を、5月下旬に送付しました。
対象の健（検）診、申込・受診方
法の詳細は、受診券に同封されている案内・市ホーム
ページ・桜井市健康カレンダーで確認してください。

令和８年度 特定健診・がん検診の無料受診対象者

生活習慣病を予防・発見するための健康診査の対象者
【内容】　血液検査・尿検査・血圧測定・心電図・診察
など

　予約の詳細は右記二次元コードへ。
※�社会保険などに加入している人は、加
入している健康保険団体に問い合わせ
てください。

種類 対象

特定健診 昭和61年 4月 1日～昭和62年 3月 31
日生まれの桜井市国民健康保険加入者

子宮がん検診
（頸部のみ）

平成 17年 4月 2日～平成 18年 4月 1
日生まれの女性

乳がん検診 昭和 60年 4月 2日～昭和 61年 4月 1
日生まれの女性

大腸がん検診 昭和 60年 4月 2日～昭和 61年 4月 1
日生まれの人

種類 対象

わかざくら健診 20～ 39歳で、職場などで健診
を受ける機会がない人

特定健診 40～ 74歳で、桜井市国民健康
保険加入者

後期高齢者健診 75 歳以上の人などで、後期高齢
者医療制度加入者

さわやか健診 40歳以上で、健診を受ける機会
がない人

　歯と口の健康のためには、何かトラブルが起きてか
ら行動するのではなく、日頃から予防・ケアすること
が大切です。基本となる「セルフケア＋歯科医院での
専門的なケア」で、むし歯と歯周病を予防しましょう。
●セルフケア（自宅での歯みがきなど）
　毎日の歯みがきで歯

しこ う
垢をしっかり取り除くことが大

切です。歯ブラシだけでなく、歯と歯の間の汚れには
デンタルフロスや歯間ブラシを使いましょう。
●歯科医院での専門的ケア（プロフェッショナルケア）
　歯周病菌が多く存在する歯周ポケットのケアは、セ

ルフケアだけでは不十分です。歯科医院での専門的ケ
アとして、むし歯の有無や歯周病の進行度合いの確認、
専門機器を使った歯や歯周ポケット内の汚れの除去、
歯みがき指導などを受けることができます。かかりつ
けの歯科医院を見つけ、定期的に受診しましょう。
●無料の歯周病検診を受けましょう

▽ �対象　20～ 39・40・50・60・70歳（令
和８年3月末時点）の人

　詳細は 5月下旬に送付した受診券で
確認してください。

6月４～10日は歯と口の健康週間です

6月 1～ 7日は
HIV検査普及週間です
　検査は簡単に採血だけで、保健所で無料・匿名で
受けられます。ただし、検査は感染の可能性がある
日から 3か月以上経過してから受けてください。
HIV 検査を受けましょう

▽日時　毎月第 2・4水曜日 9：00～ 11：00

▽ �申込方法　検査の前日までに下記に「HIV 検査受
検希望」と予約

【申し込み・問い合わせ先】
中和保健所保健予防課感染症係（ 48‐3037）
平日 8：30～ 17：15

6月は食育月間です
　食育とは、さまざまな経験を通して「食に関する
知識」とバランスの良い「食」を選択する力を身に付
け、健康的な食生活を実践できる力を育むことです。

「適正体重」を知ることは健康への第一歩
　BMIを使って自分の適正な体重を把握しましょう。

       体重 (kg) ÷身長 (m) ÷身長 (m)=BMI
　　 BMI の目安
　　●低体重　18.5 未満
　　●普通体重　18.5 以上 25未満
      ●肥満　25以上

13 Sakurai City Public Relations
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お 知 ら せ

広
告

申＝申し込み先
問＝問い合わせ先

広報わかざくら　令和８年６月号

メガネセンター この国になくてはならない メガネの専門店
よく見える よく聞こえる

メガネ補聴器即日納品可
こだわりの日本製
各種修理承ります

桜井市粟殿271　●営業時間/ 9：00～18：00　●木曜日 予約のみ
☎ 0 7 4 4 －4 3 －5 8 4 5

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

証
明
書
交
付
の
休
日
窓
口

▽�

開
庁
日
時
※
１　
６
月
13
日
㊏
・

28
日
㊐
午
前
８
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分

※
１�

開
庁
時
間
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▽������������������

取
り
扱
い
業
務
※
２

�　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・ 

交
付
な
ど
、
住
民
票
の

写
し
・
戸
籍
証
明
・
印
鑑
証
明

書
な
ど
の
発
行
、
印
鑑
登
録

※�

２
住
所
異
動
・
戸
籍
異
動
な

ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
来
庁
の
と
き
は
、
事
前
に
開
庁

日
・
持
ち
物
な
ど
の
最
新
情
報
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
以
前
に
申
請
し
て
、
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
人
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
内
で
あ

れ
ば
交
付
で
き
ま
す
。
申
請
し
た

か
ど
う
か
不
明
な
場
合
は
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
民
課
（　
内
線
２
６
６
１
）

市
長
の
資
産
等
報
告
書
閲
覧

　
桜
井
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
・
規
則
に
基
づ
き
、

6
月
30
日
㊋
か
ら
市
長
の
資
産
等

報
告
書
の
閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
秘
書
課（

内
線
１
１
６
１
）

下
水
道
へ
の

雨
水
浸
入
防
止
に
協
力
を

　
雨
水
が
大
量
に
下
水
道
に
流
入

す
る
と
、
浸
水
被
害
や
下
水
の
処

理
に
重
大
な
影
響
が
出
ま
す
。
絶

対
に
流
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
配
管
の
誤
接
続
な
ど

で
宅
内
の
雨
水
が
下
水
道
に
流
れ

て
い
な
い
か
、
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
下
水
道
課
事
業
・
維
持
管
理

係
（

内
線
３
３
３
１
）

道
路
に
は
み
だ
し
た

樹
木
の
伐
採
に
協
力
を

　
個
人
の
土
地
に
あ
る
樹
木
は
、

土
地
所
有
者
の
管
理
物
で
す
。
樹

木
が
道
路
上
ま
で
伸
び
な
い
よ
う

に
、
土
地
所
有
者
で
剪せ

ん
て
い定
・
伐
採

な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時

に
個
人
の
樹
木
な
ど
で
危
険
が
お

よ
ぶ
場
合
は
、
道
路
管
理
者
で
対

応
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

土
木
課
管
理
係
（

内
線

３
１
２
１・３
１
２
２
）

教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
令
和
９
年
４
月
に
小
学
校
に
就

学
予
定
で
、
発
達
に
不
安
の
あ
る

幼
児
の
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▽�

申
込
方
法　
６
月
１
日
㊊
～
26

日
㊎
に
、
現
在
通
っ
て
い
る
幼

稚
園
・
保
育
所
な
ど
を
通
し
て

申
し
込
み
、
ま
た
は
左
記
へ

　
・　
　
学
校
教
育
課
（

内
線

８
１
６
５
）

　
　
行
政
情
報

広告の申し込みや問い合わせは、（株）サカタ企画印刷（ 0744‐32‐3200）へ

詳細はこちら▲

福祉医療受給資格を更新してください
　対象者に、今年度（有効期間：８月１日㊏～令
和９年７月 31日㊏）の受給資格証更新案内を６
月中に送付しますので、手続きをしてください。
　現在受給していなくても、受給対象になる可能
性のある人は、下記へ問い合わせてください。

【福祉医療受給資格対象助成】
① �重度心身障害者医療費助成・重度心身障害老
人等医療費助成※１

�対象　身体障害者手帳１・２級または療育手帳
A1・A2を持っている人
②ひとり親家庭等医療費助成※１・※２

対象　次のいずれかに当てはまる人
�● �配偶者のいない人で、現に 18歳未満の児童を
養育している人とその児童

● �父母のいない 18歳未満の児童とその児童を養
育している配偶者のいない人

③乳幼児医療費助成・子ども医療費助成※２

　更新手続きは不要です。
※１ �所得制限があり、令和８年度の課税・非課税

証明書などの提出が必要になる場合あり。
※２ �児童が児童福祉施設に入所中の人、里親に委

託している人は対象外。

　　①のこと：保険医療課医療係
　　（ 内線2772・2773）
      ②・③のこと：保育教育課手当係
　　（ 内線2211・2212）

問

問

問

問

問

問
申
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令和７年度桜井市市民協働推進補助金の
交付を受けた団体の事業報告

桜
井
市
実
費
徴
収
に
係
る

補
足
給
付
事
業
補
助
金

　
市
内
在
住
で
、
こ
ど
も
を
私
立

幼
稚
園
に
通
園
さ
せ
て
い
る
家
庭

を
対
象
に
、
所
得
状
況
や
こ
ど
も

の
人
数
に
応
じ
て
、
給
食
費
の
う

ち
副
食
材
料
費
（
お
か
ず
代
）
を

給
付
す
る
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※�

一
部
対
象
外
の
幼
稚
園
が
あ
り

ま
す
。

　
　

保
育
教
育
課
保
育
教
育
係

（

内
線
２
２
２
１
）

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要
で

す
が
、
児
童
と
保
護
者
の
居
住
地

が
別
で
あ
る
な
ど
手
続
き
が
必
要

な
人
に
は
、
6
月
に
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
6
月
分
以
降
の
支
給
が

停
止
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
保
育
教
育
課
手
当
係
（

内

線
２
２
１
１・２
２
１
２
）

所
得
・（
非
）課
税
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
年
度
切
り
替
え

　
６
月
５
日
㊎
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
で
取
得
で
き
る
所
得
・（
非
）

課
税
証
明
書
の
対
象
年
度
が
、
令

和
７
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
に
変

わ
り
ま
す
。
交
換
・
返
金
は
で
き

ま
せ
ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
最
新
年
度
の
賦ふ

か課
期
日

（
１
月
１
日
時
点
）
お
よ
び
利
用

日
時
点
で
桜
井
市
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
所
得
情
報
が
あ
る
人

※�

被
扶
養
者
な
ど
、
自
身
で
申
告

し
て
い
な
い
人
を
除
く

▽�

必
要
な
も
の　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
・
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
の
暗
証
番
号（
４
桁
の
数

字
）・
交
付
手
数
料
（
２
５
０
円
）

　
　
税
務
課
市
民
税
係
（　
内
線

１
７
２
２・１
７
２
３
）

令
和
８
年
度
労
働
保
険
を

更
新
し
て
く
だ
さ
い

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
年
度
更
新
の
受
付
が
始

ま
り
ま
す
。
最
寄
り
の
労
働
局
・

労
働
基
準
監
督
署
・
金
融
機
関
の

各
窓
口
、
電
子
申
請
、
郵
送
で
申

告
・
納
付
が
で
き
ま
す
。

▽�

更
新
受
付
期
間　

   

６
月
１
日
㊊
～
７
月
10
日
㊎　

　
４
月
１
日
㊌
か
ら
、
雇
用
保
険

率
な
ど
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

概
算
保
険
料
算
定
時
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
左
記
へ
。

　
　
奈
良
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室
（

0
7
4
2
‐
32
‐

0
2
0
3
）

広
告

桜井市役所　 0744‐42‐9111（代表）〒 633‐8585 桜井市大字粟殿 432‐1　【市ホームページ】https://www.city.sakurai.lg.jp/
　　　　　　【窓口開庁時間】8：30～ 17：15　※土・日曜日、祝日、年末年始（12月 29日～翌年 1月 3日）を除く

【団体名】事業名 事業内容

【朝倉の宮会】
朝倉の宮会　地域
資源活用による地
域活性化４

地域の魅力を創出し、地域活性化を目
指すため、伝統工芸「大和出雲人形」の
絵付け体験などのイベント開催・オリ
ジナルグッズの作成および販売・広報
誌の発行・地域活動への参加を行った。

【「さくらい読書の
森」】
市内の学校図書館
の環境整備、読書
推進活動サポート
事業

市内の学校図書館の環境整備、絵本作
家・写真家の講演会、クリスマス絵本
会・読書活動を通じ、平和について考
える活動を実施した。こどもたちの知
的好奇心や感性を育て、市民がアート
や絵本に触れる機会を設けた。

【TAMARIBA】
多世代交流サロン

多世代交流を目的とし、図書館や神社
仏閣などでのコンサートや、多肉植物
ワークショップを実施した。こどもた
ちのコミュニケーション能力の向上・
子育て世代の孤立防止・高齢者の生き
がいづくり促進のための活動を行った。

【ミニモルの会】
ミニらいとモルッ
ク普及活動

認知症予防および世代間交流促進を目
的とした、ミニらいとモルックの体験
会を実施した。高齢者だけでなく、こ
ども向けの普及活動も実施し、多世代
にわたってミニらいとモルックの周知
を図った。

　　市民協働課（ 内線 2612）問 （団体名 50音順）

問

問

問問

詳細はこちら▲
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お 知 ら せ

広
告

申＝申し込み先
問＝問い合わせ先

広報わかざくら　令和８年６月号

事
業
承
継
を
考
え
る
人
に

補
助
し
ま
す

　
市
内
中
小
企
業
者
な
ど
を
対
象

に
、
事
業
承
継
に
必
要
な
費
用
を

一
部
補
助
し
ま
す
。

▽�

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の

2
分
の
1
以
内
、

上
限
30
万
円

　
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
。

　
・　
　
商
工
振
興
課
商
工
・
統

計
係
（　
内
線
３
６
６
２
）

狩
猟
免
許
の
取
得
・
補
助

▽�

事
前
講
習
会
※　

　
7
月
４
日
㊏
・
８
月
29
日
㊏

▽�

試
験
日
※　

　
7
月
５
日
㊐
・
８
月
30
日
㊐

※
日
程
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

場
所　
奈
良
県
農
業
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
交
流
・
サ
ロ
ン
棟
お

よ
びN

A
FIC

教
室

　
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

人
な
ど
に
一
定
額

の
補
助
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
左
記
へ
。

　
・　
　

試
験
・
講
習
会
：
奈
良

県
猟
友
会
（

0
7
4
2
‐
26
‐

8
1
2
5
）、
補
助
事
業
：
農
林
課

農
業
振
興
係（

内
線
3
7
1
1
）

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

を
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す

　
▽�

対
象　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま

る
世
帯

●�

世
帯
の
全
員
が
携
帯
電
話
を
所

有
し
て
い
な
い
世
帯

●�

携
帯
電
話
不
感
地
域
に
居
住
す

る
世
帯

▽�

申
込
方
法　
６
月
１
日
㊊
以
降

に
申
請
書
を
左
記
へ

　
・　
　
危
機
管
理
課
危
機
管
理

係
（

内
線
１
４
１
１
）

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
自

衛
官
）

▽
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▽
受
付
期
間　
随
時

▽
試
験
日　
受
付
時
に
通
知

そ
の
他
募
集
職
種

�

一
般
幹
部
候
補
生
・

幹
部
候
補
曹
・
奨

学
生
、
予
備
自
衛

官
補

　
詳
細
は
、
自
衛
隊
奈
良
地
方
協

力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

自
衛
隊
説
明
会

▽�

日
時　
毎
日
午
前
９
時
～
午
後

６
時
（
入
退
出
自
由
）

▽�
場
所　
自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

　
　

自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

（

０
７
４
３
‐
63
‐
２
５
４
０
）

一
般
財
団
法
人
桜
井
市
清
掃

公
社
職
員
を
募
集
し
ま
す

▽�

試
験
日
時　
７
月
12
日
㊐

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

▽�

試
験
場
所　
一
般
財
団
法
人
桜

井
市
清
掃
公
社

▽
募
集
人
数　
業
務
職
２
名

▽�

受
験
資
格　

普
通
運
転
免
許

（
Ａ
T
限
定
可
）
を
所
持
す
る

40
歳
以
下
（
昭
和
61
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
）
の
人

▽
採
用
予
定
日　
10
月
１
日
㊍

▽�

申
込
方
法　
５
月
25
日
㊊
～
６

月
26
日
㊎
〈
必
着
〉
に
、
申
請
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
で
左
記
へ

　
申
請
書
様
式
は

下
記
二
次
元
コ
ー

ド
へ
。

�　
・　
　

一
般
財
団
法
人
桜
井

市
清
掃
公
社
（

45
‐
２
０
０
５
、

〒
６
３
３
‐
０
０
５
２
大
字
浅
古

４
８
５
‐
１
）

広告の申し込みや問い合わせは、（株）サカタ企画印刷（ 0744‐32‐3200）へ

農業者年金を知っていますか
　農業者年金は、農業者のための公的な積立
年金です。
対象　�20 ～ 59 歳の国民年金第 1号被保険

者・60 ～ 64 歳の国民年金任意加入
者である農業者

　詳細は、農業者年金基金のホームページへ。

農業者年金の受給者へ
　農業者年金受給権者現況届
を受け付けます。未提出の場
合は、農業者年金が差し止め
られます。注意してください。
申込方法　�6 月１日㊊～ 30日㊋に、農業者

年金基金から送付された現況届に
必要事項を記入し、下記窓口へ

　・　　農業委員会事務局（ 内線 7312）

詳細はこちら▲

問
申

　
　
募
　
集

申

問

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

申問

詳細はこちら▲

申

問

詳細はこちら▲

申

問

問

詳細はこちら▲
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

従
業
員
を
募
集
し
ま
す

　
桜
井
市
が
給
食
業
務
を
委
託
し

て
い
る
、
株
式
会
社
東
洋
食
品
の

従
業
員
と
し
て
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
働
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
職
種
・
人
数　

①
調
理
社
員
・
２
名

②
調
理
補
助
パ
ー
ト
・
３
名

▽�

勤
務
時
間　

�

①�

午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

�

②�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
※

※�

午
前
勤
務
（
午
前
８
時
30
分
～

正
午
）・
午
後
勤
務
（
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
）
の
み
も
可

▽�

業
務
内
容　

①
学
校
給
食
調
理
業
務
全
般

②
調
理
補
助
・
洗
浄
補
助

▽�

採
用
条
件　

①�

調
理
師
免
許
ま
た
は
栄
養
士
免

許（
資
格
の
な
い
人
も
応
相
談
）

②
資
格
不
要

▽�

給
料　

①
19
～
26
万
円
（
月
給
）

②
１
、１
０
０
円
（
時
給
）

【
共
通
】

▽�

休
日　
土・日
曜
日
、祝
日
、春・

夏
・
冬
休
み
期
間

▽
試
験
内
容　
面
接

▽�
勤
務
・
試
験
場
所　
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
（
大
字
金
屋
）

▽
申
込
方
法　
電
話
で
左
記
へ

　
・　
　
株
式
会
社
東
洋
食
品

関
西
事
業
部
採
用
係
（

06
‐

６
９
４
０
‐
７
３
２
１
）

桜
井
市
展
の
ス
ポ
ン
サ
ー

を
募
集
し
ま
す

　
桜
井
市
展
の
協
賛
企
業
・
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▽�

申
込
方
法　
７

月
24
日
㊎
ま
で

に
、
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
み

　
　

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（　

内
線

８
２
１
２
）

公
共
職
業
訓
練

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽�
訓
練
期
間　
８
月
３
日
㊊
～
令

和
９
年
２
月
26
日
㊎

▽�

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈

良（
橿
原
市
城
殿
町
）

▽�

訓
練
科
名　

①
C
A
D
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

▽�

対
象　
受
講
後
、
再
就
職
を
希

望
す
る
人

▽
定
員　
各
10
名
程
度

▽�

費
用　
無
料（
教
科
書
代
な
ど

は
自
己
負
担
）　

▽�

申
込
方
法　
６
月
１
日
㊊
～
30

日
㊋
ま
で
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ

　
・　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈

良
（

22
‐
5
2
2
6
）

第
65
回
桜
井
市
夏
季
大
学

▽�

日
時　
８
月
22
日
㊏

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

▽�

場
所　
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル（
エ
ル
ト
桜
井
２
階
）

▽���

テ
ー
マ　

　

�「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」
の
価

値
と
山
田
寺
跡

▽�

講
師　
木
下
正
史
さ
ん 

　
（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
）

▽�

定
員　
80
名
（
先
着
順
）

▽�

費
用　
一
般
：
１
、５
０
０
円

　
　
　
　
会
員
：
１
、２
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
８
月
14
日
㊎
午
後

５
時
ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
F
A
X

・

メ
ー

ル
で
左
記
へ
、
ま
た
は
桜
井
市

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み

　
・　
　

一
般
社
団
法
人
桜
井

市
観
光
協
会（

42
‐
７
５
３
０
、

FAX‌

42
‐
７
５
３
０
、

kyokai@
sakuraikanko.com

）

上之庄分区園（貸農園）
の使用者を募集します

場所　�市立桜井西小学校東側
　　　 （大字上之庄）
�貸出期間　�７月 1 日㊌～令和

９年 3月 31日㊌
対象　市内在住の人
�条件　�本人または生計同一家族

の使用に限る
定員区画数（１区画 12㎡）
　４区画（先着順）
費用　4,000 円
�申込方法　�６月１日㊊～12日㊎

に下記窓口へ

　・　　�都市計画課事業・施設係 
（ 内線 3211�）

申
問

申
問

催
し
・
講
座

申

問

申問

申し込みはこちら▲

問

詳細はこちら▲
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お 知 ら せ
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申＝申し込み先
問＝問い合わせ先

広報わかざくら　令和８年６月号

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

「
三
輪
の
神
々
」を
訪
ね
る

　
知
恵
の
神
様
で
知
ら
れ
る
久く

え延

彦ひ
こ

神
社
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を

ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
り
ま
す
。

▽�

日
時　

　
６
月
20
日
㊏
・
７
月
18
日
㊏

　
各
日
集
合
：
午
前
９
時
45
分

　
　
　
出
発
：
午
前
10
時
20
分

▽
集
合
場
所　
J
R
三
輪
駅

▽�

コ
ー
ス

　
J
R
三
輪
駅
→
大
神
神
社
→
狭

井
神
社
→
神
武
天
皇
聖せ

い
せ
き
ひ

蹟
碑
→
大

美
和
の
杜も

り
展
望
台
→
久く

え
ひ
こ

延
彦
神
社

→
若
宮
社
→
J
R
三
輪
駅
着（
午

後
０
時
20
分
頃
解
散
）

▽
費
用　
無
料

※
予
約
不
要

問　

一
般
社
団
法
人
桜
井
市
観

光
協
会
（　
42
‐
７
５
３
０
）

桜
井
宇
陀
広
域
連
合

観
光
探
訪
ツ
ア
ー

緑
萌
ゆ
る
曽
爾
高
原
と
野
草
茶
作

り
体
験

▽�

日
時　
７
月
5
日
㊐
午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
荒
天
中
止
）

▽�

集
合
場
所�　
近
鉄
榛
原
駅
北
口

▽�����

コ
ー
ス　

�

近
鉄
榛
原
駅
→
曽
爾

  � �

高
原
→
曽
爾
高
原
フ
ァ
ー
ム
ガ

ー
デ
ン
→
曽
爾
村
地
域
総
合
セ

ン
タ
ー
→
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー

作
り
体
験
→
近
鉄
榛
原
駅

▽
定
員　
30
名（
先
着
順
）

▽�

費
用　
５
、０
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
６
月
1
日
㊊
午
前

９
時
～
25
日
㊍
午
後
４
時
ま
で

に
、氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
F
A
X・

郵
送
で
左

記
へ
、
ま

た
は
桜
井

宇
陀
広
域

連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

※�
６
月
30
日
㊋
午
後
４
時
以
降
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

　
・　
　

桜
井
宇
陀
広
域
連
合

事
務
局
観
光
探
訪
係（

47
‐

７
０
７
７
、
FAX‌
47
‐
7
0
7
8
、

〒
6
3
3
‐
0
1
1
2
大
字
初
瀬

1
6
2
6
‐
１
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す

　
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
接
し
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽�

日
時　
６
月
24
日
㊌

　
　
　
　
午
前
10
～
11
時

▽
場
所　
市
役
所
２
階
大
会
議
室

▽
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

▽
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

▽�

申
込
方
法　
６
月
17
日
㊌
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ

　
・　
　
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括

ケ
ア
係
（　
内
線
２
１
７
２
）

女
性
の
権
利
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
女
性
の

権
利
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

　

離
婚
や
家
族
、LG

BT

に
関

す
る
問
題
な
ど
、分
野
を
問
わ
ず
、

相
談
で
き
ま
す
。

▽�

開
催
日
時　
６
月
26
日
㊎
午
前

10
時
～
午
後
４
時

【
相
談
用
連
絡
先
】

（

０
７
４
２
‐
22
‐
５
７
７
０
）

　
　
奈
良
弁
護
士
会

（

０
７
４
２
‐
22
‐
２
０
３
５
）

６
月
１
日
㊊
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相
談

を
受
け
た
り
人
権
の
考
え
を
広
め

た
り
す
る
活
動
を
し
て
い
る
民
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
現
在
、

約
１
４
、０
０
０
人
が
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市
区

町
村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、
誰
も
が

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
一

緒
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
人
権
施
策
課
（

内
線
２
７

１
１
）

広告の申し込みや問い合わせは、（株）サカタ企画印刷（ 0744‐32‐3200）へ

６月23日㊋～29日㊊は
男女共同参画週間です
　令和８年
度のキャッ
チフレーズ
は「 あ な た
らしさが、社会のチカラ」です。
　全ての人が、職場で、学校で、
家庭で、それぞれの個性と能力
を発揮できる男女共同参画社会
を実現するためには、皆さん一
人一人の取り組みが必要です。
私たちの周りのパートナーシッ
プについて、考えてみませんか。
      
　　人権施策課（ 内線2721）問

申
問

お
知
ら
せ

申し込みはこちら▲
※ �6 月 1 日㊊から
公開

問

問 申
問
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善
意
銀
行

●�
笠
山
荒
神
社
様　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
２
５
、４
６
２
円

●
株
式
会
社
中
和
営
繕
様

▽
受
領
期
間

　
３
月
７
日
～
４
月
６
日

▽�

預
け
入
れ
先　
社
会
福
祉
法
人

桜
井
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
善

意
銀
行（

42
‐
２
７
２
４
）

社
会
福
祉
事
務
所（
市
役
所
本

庁
舎
１
階
）

芝
運
動
公
園
体
育
施
設
・

駐
車
場
を
臨
時
閉
場
し
ま
す

　
９
月
５
日
㊏
は
市
制
施
行
70
周

年
記
念
行
事
の
た
め
、
全
施
設
お

よ
び
駐
車
場
を
閉
場
し
ま
す
。

　
　
総
合
体
育
館
（

45
‐
０
６

０
９
）

toto

助
成
事
業
桜
井
宇
陀

こ
ど
も
サ
ッ
カ
ー
教
室

▽�

日
時　

①
6
月
21
日
㊐
②
7
月
12
日
㊐

　
各
日
午
後
２
～
４
時

▽�

場
所　

①�

芝
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド（
雨

天
時
：
桜
井
市
民
体
育
館
）　　
　
　
　
　
　

②�

大
宇
陀
ふ
れ
あ
い
交
流
ド
ー

ム
（
宇
陀
市
）

▽�
対
象　
４
歳
～
小
学
生
（
サ
ッ

カ
ー
経
験
や
性
別
は
不
問
）

▽
費
用　
無
料

▽�

持
ち
物
※　
運
動
靴
（
金
属
ス

パ
イ
ク
不
可
、
①
の
み
雨
天
時

は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
）・
タ
オ

ル
・
飲
み
物

※
マ
イ
ボ
ー
ル
の
持
参
可

▽�

申
込
方
法　
6
月
１
日
㊊
午
前

９
時
か
ら
参
加
を
希
望
す
る
日

程
の
５
日
前
ま
で
に
、
参
加
申

込
書
を
記
入

し
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵

送
・
直
接
持

参
で
左
記
へ
、

ま
た
は
、
桜
井

宇
陀
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
（
先
着
順
）

　
・　
　

桜
井
宇
陀
広
域
連
合

サ
ッ
カ
ー
教
室
係
（

47
‐

７
０
７
７
、
FAX‌

47
‐
７
０
７
８
、

〒
６
３
３
‐
０
１
１
２
大
字
初
瀬

１
６
２
６
‐
１
）

第
66
回
市
民
体
育
大
会
か
け

っ
こ
教
室
・
陸
上
記
録
会

▽�

日
時　
６
月
21
日
㊐

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽�

場
所　
総
合
体
育
館

▽�
内
容　
30
・
50
メ
ー
ト
ル
走

▽�
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
３
～

６
年
生

▽�

申
込
方
法　
６
月
16
日
㊋
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ

　
・　
　
総
合
体
育
館
（

45
‐

０
６
０
９
）

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
わ
か
ざ
く
ら
令
和
８
年
５

月
号
19
ペ
ー
ジ「
令
和
８
年
10
月・

令
和
９
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
」
内
、

①
一
般
採
用
の
文
化
財
技
師
の
区

分
に
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

①
一
般
採
用
の
枠
中
、「
文
化

財
技
師
10
月
採
用
・
30
歳
以
下
・

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
は
除
く
）
を
卒
業
し
、
学
芸

員
の
資
格
を
有
す
る
人
」 

と
記
載

し
て
い
ま
し
た
が
、
文
化
財
技
師

10
月
採
用
は
一
般
採
用
で
は
な

く
、「
経
験
者
採
用
」
と
し
て
の

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
本
書
紀
講
座
の
開
催
日

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

広
報「
わ
か
ざ
く
ら
」
令
和
８

年
５
月
号
16
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」

内
【
日
本
書
紀
講
座
】の
開
催
・
申

込
期
限
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

（
変
更
前
）

▽�

日
時　
７
月
11
日
㊏

▽
申
込
期
限　
７
月
６
日
㊊

　
　
　
　
　
　
　
↓

（
変
更
後
）

▽�

日
時　
７
月
４
日
㊏

▽
申
込
期
限　
６
月
29
日
㊊

　
・　
　
一
般
社
団
法
人
桜
井
市

観
光
協
会（

42
‐
７
５
３
０
）

　
　
ス
ポ
ー
ツ

納期限
6/30㊋
�納め忘れの
な い よ う、
注意してく
ださい。

今
月
の
市
税　

■
市
県
民
税
〈
全
・
１
期
分
〉

問

申
問

申し込みはこちら▲

申
問

申
問
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まちの掲示板
シニアぴょんぴょん体操健康教室

　ぴょんぴょん体操は、適度な運動による健康の維持
と外出のきっかけ作りになります。60歳以上の人も、
コミュニケーションをとりながら週に一回楽しんでい
ます。講師が丁寧にサポート。見学や体験（無料）もい
つでも大歓迎です。

▽ �日時　毎週木曜日 10：00～ 11：30

▽ �場所　総合福祉センター（竜吟荘）

▽ �費用　1 回 550円（開催経費）
※申込不要
　　澤田（ 090‐8530‐2876）

「夏のボランティア体験」参加者募集 
～使用済み切手整理作業～

▽ �日時　７月 29日㊌ 13：30～ 15：30

▽ �場所　保健福祉センター「陽だまり」
　　　　２階ボランティアルーム

▽ �対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴必須）

▽ �定員　20名（先着順）

▽ �持ち物　はさみ

▽ �申込方法　電話で下記へ
　　桜井市ボランティアセンター
　　（ 42‐2724）
問

問

無料相談コーナー　　　　　　　　　　　　　《市役所 42‐9111（代）》
相談名称 相談日（㊗除く） 相談場所 対象者 備考／申し込み・問い合わせ先

奈良弁護士会主催
中南和法律相談
《要予約》

第 1・3・5火曜
13:00～16:00

市役所本庁舎 3階
相談室

中南和
地域在住

相談日 2週前の火曜 9:30 ～ 受付。
問奈良弁護士会（ 0742‐22‐2035）

弁護士相談《要予約》 6/11㊍
13:00～16:30

市内在住
（年度内１回
限り）

6/1 ㊊ 8:30 ～受付。先着 8名。
問市民協働課（ 内線 2612）

税理士相談《要予約》 6/17㊌
13:00～16:00

市内および
近隣市町村
在住・在勤

6/3 ㊌ 8:30 ～受付。先着5名。
問市民協働課（ 内線 2612）

司法書士相談
《要予約》

6/25㊍
13:00～16:20 市内在住・

在勤

6/10 ㊌ 8:30 ～相談日２日前まで受付。
先着５名。
問市民協働課（ 内線 2612）

行政書士相談
《要予約》

6/26㊎
13:00～16:20

6/12 ㊎8:30 ～受付。先着５名。
問市民協働課（ 内線 2612）

行政相談 6/10㊌
13:00～16:00 市内在住 当日、市民協働課で受付。

問市民協働課（ 内線 2612）
人権擁護委員による
悩みごと相談

6/1㊊
13:00～16:00

市内在住・
在勤 問人権施策課（ 内線 2711）

女性相談《要予約》 6/22㊊
13:00～15:00

予約時に
お知らせします 市内在住 予約は当日の午前中まで。    

問 人権施策課（ 内線 2721）

福祉の心配ごと相談 木曜
10:00～15:00

保健福祉センター
「陽だまり」2階相談室

対象制限
なし

相談日に電話相談（ 42‐6804）もあり。
問桜井市社会福祉協議会（ 42‐2724）

地域福祉相談

月曜
9:00～16:00

大字桜井192‐2リッ
プル桜井駅前ビル1階 桜井中学校

区在住 問専用電話（ 080‐4122‐0864）木曜
9:00～16:00

エルト桜井２階
まほろばセンター

月曜・木曜
9:00～16:00

桜井北ふれあい
センター分館

大三輪中学
校区在住 問専用電話（ 070‐5507‐5712）

火曜・金曜
9:00～16:00

桜井東ふれあい
センター分館

桜井東中学
校区在住 問専用電話（ 070‐5507‐5712）

桜井西ふれあい
センター分館

桜井西中学
校区在住 問専用電話（ 080‐4122‐0864）

ひきこもり相談 月曜～金曜
9:00～17:00

大字桜井192‐2リッ
プル桜井駅前ビル1階 市内在住 問専用電話（ 050‐5211‐5713）

失業などによる暮ら
しの困りごとの相談

月曜～金曜
9:00～17:00

保健福祉センター
「陽だまり」2階 市内在住 問桜井市くらしとしごと支援センター

　（ 49‐3020）

若者自立相談 月曜～土曜
9:00～18:00

大字桜井192‐2リッ
プル桜井駅前ビル1階

要問い合
わせ

問若者サポートステーションやまと
　（ 44‐2055） 

消費生活相談 月・火・水・金
10:00～16:00 市役所分庁舎 1階 市内在住・

在勤
初回の受付時のみ 15:30 まで。
問桜井市消費生活センター（ 内線 263）

事業承継相談
《要予約》

第２水曜
13:30～16:00

市役所本庁舎 2階
会議室

市内在住・
市内事業者

予約は相談日の 3日前まで。
問商工振興課商工・統計係（ 内線 3662）

主に市内で活動しているグループの情報を掲載。イベント告知やメンバー募集など、掲載を希望する人は、行政経営課（ 42-9111
内線 1263）へ。先着順で受け付けています。宗教的・政治的な活動を行う団体や営利目的の投稿はできません。



申・問　市立中央公民館（ 45‐0965）問　環境部業務課（ 45‐2001）

問　市民課（ 42‐9111内線 2662）※詳細は下記へ 問　行政経営課（ 42‐9111内線 1261）

未来へつなぐ桜井市のまちづくり
総合計画後期基本計画を策定しました

桜井市では、第 6次桜
井市総合計画のもと、

まちの将来都市像を「はじ
まりの地から未来へ 歴史と
自然がいきづく万葉のふる
さと 桜井」と定め、市民・
事業者・行政が協働・連携
しながら取り組んでいます。
　前期基本計画の期間終了
に伴い、５年間の成果と残
された課題や社会経済状況
の変化をふまえ、まちの将来都市像の実現に向けてまち
づくりを進めていくため後期基本計画を策定しました。
　後期基本計画における主要な取組などをまとめた概要
版を市関係施設などに置いています。
　総合計画の詳細は右記二次元コードへ。

申し込みはこちら▲

現 在、マイナンバーカードを所持する外国人は、在
留カードまたは特別永住者証明書とマイナン

バーカードに関する手続きをそれぞれ別の行政機関で行
う必要があり、煩雑な手続きを余儀なくされています。
　今回の法改正により、日本に在留する多くの外国人が
所持している在留カードまたは特別永住者証明書とマイ
ナンバーカードを一体化させた、特定在留カードの運用
が可能になりました。
　日本に在留する外国人にとって利便性を
向上させ、その生活の質を高めるとともに、
行政運営の効率化に取り組みます。
　変更点などの詳細は下記問い合わせ先ま
たは右記二次元コードへ。

【問い合わせ先】��
出入国在留管理庁（ 045‐370‐9755）

普 段家族で相続について話し合う
機会がない、相続税がいくらか

かるか気になる、空き家・田畑・山林
の継承者がいないなどの悩みを解消す
る知識を紹介します。

日時　７月５日㊐ 10：00～ 11：30
場所　市立中央公民館２階視聴覚室
講師　�庵前一佐さん（ソニー生命保険株式会社）
　　　  石橋徹也さん（司法書士法人COMMON事務所）    　
　　　  泉田裕史さん（泉田会計事務所）
対象　市内在住・在勤（学）の人
定員　20名（応募者多数の場合抽選）
費用　無料
申込方法　�６月 24日㊌までに右記二

次元コードから申し込み

家族のために、早めの相続準備講座リサイクルフェアを開催します

６月は環境月間です。自然環境
を守る手段のひとつにリサイ

クルがあります。家庭から出された
粗大ごみの中から、手直しして使え
るようにしたものを展示し、希望者
には抽選で提供します。申し込みは１人１点のみです。

展示・申込受付（リサイクル自転車・リサイクル家具）
日時　６月 15日㊊〜 20日㊏９：00〜 16：00
　　　  ６月 21日㊐９：00〜 13：00
場所　グリーンパーク夢市場
対象　市内在住の人　
抽選発表　６月 21日㊐ 13：00～

引き渡し（リサイクル自転車・リサイクル家具）
日時　６月 21日㊐抽選発表終了後〜 16：00
　　　  ６月 22日㊊～ 26日㊎９：00〜 16：00　

６月 14日㊐から
特定在留カードの運用が始まります

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲
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問　保育教育課保育教育係（ 42‐9111内線 2221）

申・問　桜井市こども家庭センター（ 47‐4626）申・問　こども政策課こども政策係（ 47‐4504）

幼児 2人同乗用
3人乗り自転車※1 を貸し出します

� 貸出期間　貸出日～令和９年 4月 16日㊎
場所　保健福祉センター「陽だまり」１階こども支援課
�� 対象　市内在住で次の全てに当てはまる人
●満１歳以上の未就学児を２人以上養育している人
●自転車の適正な保管場所を確保できる人
● �同乗する幼児のヘルメットを準備できる人
●下記の自転車講習会を受講できる人
�� 貸出台数　４台（応募多数の場合、抽選）
� 費用　無料（貸出中の整備・修理などは利用者負担）
� 持ち物　母子健康手帳（養育している全てのこども分）
�� 申込方法※2　6月１日㊊ ～５日㊎に直接上記へ
※ 1電動自転車ではありません。
※ 2電話での申し込みはできません。

自転車講習会
�日時　6月 25日㊍ 10：00～ 11：00
場所　保健福祉センター「陽だまり」
� 内容　�運転時の注意事項などの講習・自転車乗車講習

県 外から市内に転入する新婚夫婦の
住宅取得費用や、引越費用などに

対して、最大 60万円を補助します。

�対象　次の全てに当てはまること
●�令和 8年 1月 1日から令和 9年 3月 31日の間に婚姻
を届け出た双方が 39歳以下

●�双方または一方が県外からの転入者で、過去 1年以内
に県内居住歴がない

● �世帯所得が計 500万円未満
　上記以外にも条件があります。詳細は市ホームページへ。
定員　先着順（予算に達し次第、終了）
�支給金額　������夫婦ともに29歳以下の場合は最大60万円・

30～ 39歳以下の場合は最大 30万円
�申込方法　補助対象に当てはまるか事前に確認のうえ、
令和９年３月 31日㊌（土・日曜日、祝日、年末年始（12
月29日～1月3日）は除く）までに下記窓口へ申し込み

【申し込み・問い合わせ先】��
こども政策課（大字粟殿 1000‐1保健福祉センター「陽
だまり」１階

新婚さんを支援します
令和 8年度結婚新生活支援補助金

詳細はこちら▲

市立幼保連携型認定こども園「みなみ
こども園」の説明会を開催します

令和11年 3 月に開園
を予定している「み

なみこども園」の運営方法
について、説明会を開催し
ます。説明会では認定こど
も園の基本的な制度説明を
はじめ、現時点で予定している定員・保育時間・園児募集・
子育て支援制度などを説明します。
　今後入園を検討している人や、認定こども園に関心が
ある人など、誰でも参加できるので、積極的に参加して
ください。

��日時　７月５日㊐ 14：00 ～
��場所　市立図書館研修室１（大字河西）
��対象　どなたでも
※申込不要

問　こども政策課認定こども園準備係（ 47‐4504）

市立桜井南幼稚園・市立安倍幼稚園・市立第 2保育
所を再編し、市立の幼保連携型認定こども園「み

なみこども園」の整備を進めています。
　令和 11年 3月の開園を目指し、建設予定地である大
字河西の旧学校給食センターと市立桜井南幼稚園の解体
工事を６月上旬に開始します。 
　工事期間中は市民の皆さま、特に近隣にお住まいの皆
さまにはご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお
願いします。

��工事期間　６月上旬～令和９年３月頃

旧学校給食センターと桜井南幼稚園の
解体工事を開始します

SSaakkuurraaii  IInfnfoormrmaatitioonn   ++
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問　人権施策課（ 42‐9111内線 2711）申・問　桜井市こども家庭センター（ 47‐4626）

問　商工振興課商工・統計係（ 42‐9111内線 3661・3662） 問　商工振興課商工・統計係（ 42‐9111内線 3662）※詳細は下記へ

 
三輪にゅうめんマップに
掲載する店を募集します

三輪そうめんを使ったにゅう
めんをメニューとして提供

する店を掲載した「三輪にゅうめん
マップ」を作成し、市内外の観光施
設などに配布しています。最新版の
「三輪にゅうめんマップ」を作成す
るため、掲載を希望する飲食店を募
集します。

対象　�市内に店舗を持ち「三輪にゅうめんマップ」作成
事業に賛同する飲食店

申込方法　７月 10日㊎までに、電話で下記へ
【申し込み・問い合わせ先】��
桜井市商工会三輪にゅうめんマップ担当
（ 43‐0131）

小規模事業者等 IT 化支援事業補助金

講師の片腕のギタリスト
輝彦さんは脳出血によ

り、右半身麻痺という突然の
試練に見舞われましたが、「も
う一度ギターを弾きたい」とい
う強い思いから、左手だけの
独自奏法を確立しました。こ
の講演では、輝彦さんの経験
と苦労を、弾き語りの形でお届けします。

日時　７月４日㊏ 13：30～（受付 13：00～）
場所　市立図書館研修室 1
演題　「半身麻痺でも伝えられることがある」
　　　  ～夢を奏でる挑戦者～
講師　片腕のギタリスト輝彦さん
対象　市内在住・在勤（学）の人
※手話通訳あり

差別をなくす市民集会

初めての子育てに悩んでいませんか。
０歳時期は「親子の絆づくり」にと

ても大切な時期です。同じ０歳の赤ちゃん
をもつ母親仲間と一緒に子育てプログラム
を学びませんか。

日時　�7 月７・14・21・28日（全て火曜日）
           各日 10：00～ 12：00
          （交流・質問タイム 11：30～ 12：00）
場所　保健福祉センター「陽だまり」
内容　�DVDやテキストで０歳時期に知っておきたい子

育て知識を学ぶ
対象　�市内在住の生後２～５か月の第１子の赤ちゃん

とお母さん
定員　10組（先着順）
費用　1,100 円（テキスト代）
申込方法　電話で上記へ

詳細はこちら▲

BP1 ～親子の絆づくりプログラム～
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ものづくりの現場、
サービスの展開

における IT の活用や EC
サイトの整備など、IT を
活用して販路開拓、売り
上げ向上を目指す事業者
に対し、その取り組みに必要な経費の一部を助成します。

申請期限　６月 24日㊌午後５時（必着）
補助率（補助金額）
● �IT 導入事業枠　対象経費の２分の１（上限 10 万円・
下限３万円）

● �IT 活用事業枠　対象経費の２分の１（上限 20 万円・
下限 10万円）

●�DX 推進事業枠　対象経費の３分の２（上限 50万円・
下限 20万円）
　
　応募要領・申請書類などの詳細は、市
ホームページまたは上記へ。

三輪にゅうめんマップ vol.4 ▲



●赤ちゃんが泣き続けて、どうしていいか分からない
●�子育てでイライラする時があるが、どうしていいか
分からない

●近くに頼れる人がいない、相談できる人がいない
●�こどもの発達や言葉の遅れ、気になる行動（口答えが
激しい、SNSに没頭する、うそをつくなど）がある

●�こどもが悩んでいそうだが、どう話しかけて良いか
分からず、話しかけられない

●こどもとの関係に悩んでいる

こんな相談が寄せられています

広報わかざくら　令和8年６月号 24

私たちに何でも
相談してください！

全てのこどもと子育て家庭のための相談窓口

桜井市こども家庭センター桜井市こども家庭センター 

　桜井市こども家庭センターは、妊娠から子育てまで全てのこどもと子育て家庭のための相談窓
口です。保健師・助産師・保育士・家庭児童相談員などの専門職が、一緒に考えたり必要な情報
提供を行ったりしながらサポートします。話を聞いてほしい・どこに頼れば良いか分からない・
誰にも知られたくないなどの悩みを、一度話してみませんか。少しでも心配になったり、不安になっ
たりしたときは、気軽に相談してください。原則、18歳までのこどもとその家族が対象です。

詳細はこちら▲

【問い合わせ先】桜井市こども家庭センター（ 47‐4626）

詳細はこちら▲

　産後の不調や育児の不安は、一人で抱え込まないこ
とが大切です。お母さんの休暇は、赤ちゃんのために
も、必ずとりましょう。助産師などの専門スタッフが
サポートしますので、まずは気軽に相談してください。

�対象※

  桜井市に住民票がある出産後１年以内の母親と乳児
※流産・死産を 1年以内に経験した人も対象
��内容
● �ゆっくり休養しながら育児のサポートを受けられる
●�赤ちゃんのお世話を一緒にでき安心できる
●�授乳や育児の相談・アドバイス
●�お母さんの休息のサポート
　など、ニーズに合わせたさまざまなケアを受けること
ができます。

こんなあなたにおすすめです
●お母さんの健康管理や産後の生活を相談したい
●休む時間をとって、ゆっくり寝たり、休養したい
●�赤ちゃんの沐

もくよく
浴、体重測定などの発育・発達の確認、

スキンケアなど育児について相談したい

合わせて知ってほしい産後ケア事業
申し込みの流れ
①�こども支援課窓口で利用申請（出産前から申請がで
きます）
②�７回分の産後ケア利用券を自宅で受け取り
③�下記の利用を希望する施設またはこども家庭セン
ターに予約連絡（状況に応じて宿泊・日帰り・訪問
型を選択できます）

出産後 1年以内のお母さんと赤ちゃんへ

妊娠・出産・育児のお悩み、ありませんか

施設名 住所 電話番号
芽愛助産院 天理市前栽町 　  0743‐63‐3538

酒本産婦人科 橿原市内膳町       0744‐25‐3389

赤崎クリニック 桜井市谷       0744‐43‐2468
さくらレディース
クリニック 橿原市上品寺町       0744‐23‐1199

心友助産院 広陵町三吉       0745‐55‐8700

ふじ助産院 天理市西長柄町       0743‐67‐3765

のんの助産院 香芝市瓦口       070‐9022‐4135

ひろさわ助産所 訪問のみ       090‐2041‐0781

産後ケア事業利用可能施設一覧
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住宅や空き家に関する相談窓口を開設しています

�日時　��6・８・10・12月・令和９年２月の第 3木曜
日 13：00～16：00

相談内容※

　●住まいの新築・改築・リフォームなどの基礎的な相談
　●耐震診断・耐震改修に関する基礎的な相談
　●住まいのバリアフリーに関する相談
　●その他の住まいに関する法律・制度・整備の相談
※�紛争・訴訟などのトラブル相談や、契約などの民法
に関する相談は対象外です。
対象　市内在住または市内に土地・家屋を有する人
定員　3人/日（先着順）
費用　無料
�申込方法　事前に相談内容を確認し、申込書を相談
希望日の１週間前までに下記窓口へ
　・　　営繕課（ 42‐9111内線3171・3172）

　適正に管理されず放置され、老朽化した危険な空き
家は年々増加し、景観の悪化や倒壊の危険など大きな
社会問題となっています。管理を怠り、所有する土地
や建物が原因で近隣の家屋や通行人に被害を与えた場
合、その所有者や管理者（相続人）は多額の損害賠償
責任を負ったり、住宅用地の特例が解除されて、固定
資産税が上がったりすることもあります。
　空き家に関する相談窓口や補助制度を設けています
ので、まずは相談してください。
空き家ワンストップ相談窓口
��受付場所※　NPO法人空き家コンシェルジュ桜井事
務所（相談窓口業務受託者）（大字戒重24、 45‐
5210）
※令和８年６月１日㊊から事務所が移転しました。
������受付時間　9：00～ 17：00（土・日曜日、祝日、年
末年始（12月 29日～ 1月 3日）は除く）
　　住宅課（ 42‐9111内線3164）

■住宅相談窓口 ■空き家の相談窓口

問申

問

　自身の健康状態を知ることは病気の早期発見・重症
化予防につながります。自らの健康を守るために健康
診査・口

こうくう
腔健診（お口の健康診査）を受けましょう。

�期間　6月 1日㊊～令和９年 1月 31日㊐
�場所　県内の実施医療機関（市内の実施医療機関は、
受診券に同封しています）
�健診内容　問診・身体計測・身体診察・尿検査・血
液検査・貧血検査・心電図・眼底検査（該当者のみ）
対象※１　奈良県後期高齢者医療に加入している人
※１ �以下の全てに当てはまり受診を希望する人は、

右記まで問い合わせてください。
● �6 か月以上継続して入院していない人・施設に入所
していない人・他で健康診査の受診機会がない人
費用　500 円
持ち物　�受診券（レモン色）※２、質問票、マイナ保険

証または資格確認書、健診費用
※２ �受診券は 5月下旬に送付しています（4月１日

～ 10月 31日の間に 75歳になる人には、誕生
月の２か月後に送付します）。

後期高齢者の皆さんへ

健康診査・口
こうくう

腔健診（お口の健康診査）を受診しませんか

期間　6月 1日㊊～ 11月 30日㊊
�健診内容　問診・口

こうくう
腔内診査・口

こうくう
腔機能診査

対象　�当該年度の 4月 1 日時点で満 75・80・85
歳の人

費用　無料
持ち物　�健診券（はがき）※、マイナ保険証または資

格確認書
※健診券（はがき）は５月下旬に送付しています。
　実施医療機関など、詳細は下記へ。
　　奈良県後期高齢者医療広域連合（ 29‐8430）

■健康診査

■口
こうくう
腔健診（お口の健康診査）

問

問

【注意事項】
�● �11月 1日以降に75歳になる人は、加入している健
康保険の特定健診を誕生日までに受けてください。

�● �医療機関を受診中の人は、主治医に相談してください。
　　�保険医療課医療係
　　（ 42‐9111内線 2772・2773）
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全国の皆さんの応援に感謝

卑弥呼の里・桜井ふるさと寄附金
【問い合わせ先】税務課収納管理係（ 42‐9111 内線 1713）

　「地元を離れて住んでいても、自分を育ててくれた『ふるさ
と』に納税できる制度があったらな…」そんな思いから生ま
れた「ふるさと納税制度」。全国からの多大な寄附は、桜井
市が抱える課題解決のために使用しました。

桜井市への
令和７年度ふるさと寄附金

約２億3,000万円

桜井市の
ふるさと納税返礼品

約800 種類

Instagram で
返礼品の情報を発信中！

令和７年度ふるさと寄附金の使い道（合計１億 67 万 8,535 円）
令和７年度に全国の皆さんから応援があった寄附金を活用して行った主な事業を紹介します。

纒向学研究センターの運
営、纒向遺跡の分析・研
究事業および研究啓発活
動、東京フォーラムの開
催に使用しました。

市民活動団体の公益的な事
業、観光振興に寄与する事
業、長谷寺門前町・大神神
社参道の賑わい創出、三輪
地域の情報発信、修景支援
事業に使用しました。

纒向遺跡の調査研究・保存活用に関する事業

市民との協働によるまちづくりに関する事業

553 万 4,000 円

「癒やす観光」コンテン
ツ開発・市内地場産業の
PR・第 50 回「大和さく
らい万葉まつり」開催支
援に使用しました。

産業または観光の振興に関する事業

194 万 6,000 円

公用バスの更新・子ども
食堂運営補助・難聴高齢
者補聴器補助・アピアラ
ンスケア事業・子どもの
貧困対策事業・生殖補助
医療等助成金に使用しま
した。

医療または福祉の充実に関する事業

3,306 万 9,069 円

小学校特別教室空調設備、
小・中学校の就学援助費、
ロイロノートの授業への
活用、世界遺産学習副読
本の作成、歴史芸術文化
村アーティスト交流事業、
チャレンジ活動奨励金の
拡充に使用しました。

教育または文化の振興に関する事業

1,590 万 8,688 円

防災または消防に関する事業

災害時備蓄物資の拡充・
行方不明者の早期発見保
護用機器貸出事業・防犯
電話購入補助・自主防災
組織資機材購入助成・自
転車用ヘルメット購入補
助事業に使用しました。

161 万 3,144 円

市長が特に必要と認める事業

道路維持管理事業に使用し
ました。

2,500 万円

倉橋ため池ふれあい公園
遊歩道の修繕・歴史里山
補助金・ガストロノミー
創生・桜井公園の施設維
持に使用しました。

自然環境の保全に関する事業

509 万 4,861 円

1,251 万 2,773 円
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さくらいのひと、みっけ！

　大字外山の一角に春の訪れを告げる、黄色いじゅうたん。「さ
くらい菜の花プロジェクト」の皆さんが育てる菜の花畑です。４
月で 87 歳を迎えた銭谷伊直さんは、プロジェクトメンバーとし
て 15 年以上、畑の管理に携わっています。
　11 人きょうだいの10 番目として、天川村で生まれた銭谷さん。
薬剤師として、医療用製薬業界で長く勤めました。退職後「楽し
そうなことを探していた」という銭谷さんは、自然観察や体験を
通じて人と森林をつなぐ、森林インストラクターの活動内容に興
味を持ち、２年かけて資格を取得。その後は、自然やこどもたち
と関わるボランティア活動に取り組んできました。
　ボランティア仲間も目を見張るのは、銭谷さんの豊富な知識と
やわらかな話しぶりです。製薬業界での経験と森林インストラク
ターとして学んだことを生かした、草花の名前や効用などの分か
りやすい説明は、こどもたちにも大人気。その穏やかな語り口か
らは、にぎやかな家庭で育った銭谷さんの人柄が感じられ、周囲
は自然と和やかな雰囲気に包まれます。
　「聞いたことは忘れるが、やったことは忘れない。いろいろなこ
とを経験してほしい」と、こどもたちへのメッセージを話す銭谷さ
ん。これからも、銭谷さんたちが育てた菜の花が、まちを彩ります。

「薬」を離れて「草」を「楽」しむ
穏やかな声が、こどもたちの心に種をまく

共に生きる ～ 心の傘を広げて ～

　しとしとと雨が降り続く、梅雨の季節がやって
きました。どんよりとした空模様に、気持ちまで
沈みがちになる人も多いのではないでしょうか。
しかし、この長雨は木々を潤し、私たちの暮らし
を支える大切な「恵みの雨」でもあります。
　同じ雨でも、「憂

ゆううつ
鬱」と感じる人もいれば「恵み」

と感じる人もいます。私たちは、同じ状況の中に
いても、それぞれ異なる感じ方や事情を抱えてい
ます。その「違い」に目を向けることが、人を思
いやる第一歩になるのではないでしょうか。
　例えば、雨の日の濡れた道は歩きにくく、不安
を感じる人もいます。気圧の変化で体調を崩し、
思うように動けない人もいます。一人一人がそれ

ぞれ異なる「しんどさ」を抱えているかもしれま
せん。だからこそ、自分の物差しだけで判断せず、
相手の気持ちに思いを巡らせる心のゆとりを大切
にしたいものです。
　まちに色とりどりの傘が広がるように、社会も
また多様な人々で成り立っています。誰かが雨に
濡れて困っているとき、そっと傘を差しだすよう
な優しさや、歩幅を合わせる心の余裕を持ちたい
ものです。梅雨空の先に虹をかけるように、私
たちが手を取り合い、誰
もが自分らしく安心して
過ごせる社会をともにつ
くっていきませんか。

銭
ぜ に た に

谷 伊
い な お

直 さん



桜井市桜井市PHPHOOTTOONNEEWWSS

奈良県交通安全協会から新小学１年生にランド
セルカバー・安全バッグが贈られました。桑原
会長（写真右）から「新入生が安全に登下校でき
るように、活用して欲しい」と話がありました。

登下校の安全を願って ３/24 ㊋

桜井駅南口で「星空レストラン さくらいバル」
が開催されました。屋台ではオリジナルレシピ
のにゅうめんが販売されるなど、多くの来客で
にぎわいました。

バルで料理や飲み物を満喫 3/20㊎㊗
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桜井市消防団の団長に寺林敬一郎さん（写真中央）
が任命され、市長から辞令交付を受けました。寺林
団長は「自分たちのまちは自分たちで守るという思
いで防災活動に取り組みたい」と決意を述べました。

4/３㊎新消防団長に辞令を交付

３市の特産品をアピールしました 3/15 ㊐

香芝市サービスエリア下り線で、相撲マルシェ
を開催。桜井市・葛城市・香芝市のマスコットキャ
ラクターがそれぞれの地域の魅力をアピールし、
会場はにぎわいました。

済生会中和病院と、大阪市立デザイン教育研究
所学生の皆さんが協力して制作しました。手術
に臨む患者さんやご家族の心が、少しでも和ら
ぐようにという思いが込められています。

済生会中和病院ホスピタルアート

3/18 ㊌

第 19 回春季全日本小学生男子ソフトボール大
会の出場報告のため、桜井 SBC アンビシャスの
皆さんが市長を表敬訪問。大会に対する意気込
みを話しました。

ソフトボールで全国大会に出場

3/７㊏



29 Sakurai City Public Relations

ドレミの広場　
大字桜井1259エルト桜井2階桜井市まほろばセンター 48 - 0242

▽日時　金～火曜日（土・日曜日、祝日も開所）　
　　　　10：00 ～12：00、13：00 ～17：00

▽対象　０歳～就学前のこどもとその保護者　

▽費用　無料
イベント名 日時

助産師相談 6/１㊊ 10：30 ～ 11：30
発育測定 6/９㊋ 10：30 ～ 11：30
リフレッシュ講座

「ヨガを楽しもう！」 6/23 ㊋ 10：30 ～ 11：15

栄養士相談日 6/26 ㊎ 10：30 ～ 11：30
ハッピー広場

（体を動かして遊ぼう）
6/28 ㊐ 10：00 ～ 12：00
場所　多目的ホール

誕生日会 6/29 ㊊ 11：30 ～
※ 6/16 ㊋は、休みです ( 第 3 火曜日 )。

こどものページこどものページ

つどいの広場　
大字粟殿 1000 - 1 保健福祉センター「陽だまり」 43 - 9112

▽日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　9：00～12：00、13：00 ～16：00

▽対象　０歳～就学前のこどもとその保護者　

▽費用　無料
イベント名 日時

年
齢
別

ふ
れ
あ
い
の
日

０歳の日 6/３㊌・10 ㊌ 各日 9：00～12：00
※どちらか 1 回のみ　

１歳の日 6/17 ㊌ 9：00 ～ 12：00
２・３歳の日 6/24 ㊌ 9：00 ～ 12：00

発育測定 6/４㊍ 10：00 ～12：00
誕生日会 6/26 ㊎ 11：30～

子育て講座
「WARA リズム講座」
※�講座の間、つどい

の広場は閉場して
います。

①６/15 ㊊ ②６/22 ㊊
各日 10：00 ～ 11：00
対象�　①�首すわり～ずりばい時期の

赤ちゃんと保護者
対象　�②�はいはい時期～歩行前の赤

ちゃんと保護者
申込方法　6/1 ㊊以降に電話で上記へ

子育て支援センター やまぼうし　
大字谷 280 飛鳥学院保育所内　 090 - 3838 - 2320

▽日時　月～金曜日　9：00 ～12:00、12：30 ～15：30
　　　　土曜日　10：00 ～12：00

▽ �対象　０歳～未就園のこどもとその保護者

▽費用　無料
イベント名 日時

親子教室 6/２㊋ 10：30 ～11：30
親子体操 6/10 ㊌ 10：30 ～11：30
英語で遊ぼう 6/18 ㊍ 10：30 ～ 11：00
音で遊ぼう 6/25 ㊍ 10：30 ～11：30

ホール開放 6/20 ㊏・27 ㊏
各日 10：00 ～ 12：00

要申込

要申込

乳幼児健診・相談・教室　

▽場所　保健福祉センター「陽だまり」1 階　　　　　　　　  ▽問い合わせ先　けんこう増進課（ 45‐3443）　　　　
行事 対象 日程 備考

4 か月児健康診査 令和８年 2 月生 6/24 ㊌

各健診の詳細は個別案内を送りますの
で、確認してください。日程が合わな
い場合は、けんこう増進課まで連絡し
てください。

10 か月児健康診査 令和７年 8 月生 6/23 ㊋

1 歳 6 か月児健康診査 令和６年 11 月 11 ～ 30 日生
令和６年 12 月１～ 22 日生

6/11 ㊍
6/26 ㊎

2 歳 6 か月児歯科健康診査 令和５年 11 月生 6/４㊍
3 歳 6 か月児健康診査 令和４年 11 月１日～ 12 月２日生 6/19 ㊎
もぐもぐ教室

（離乳食教室）
生後 5 ～８か月未満の子どもの保護者

（定員あり） 6/17 ㊌ 実施時間　13：30～15：00
持ち物　母子健康手帳・筆記用具

ウェルカムベビークラス
①�口と歯の健康コース(歯
　と栄養の話など）
②助産師とたまごコース

妊娠中の人
※�①は家族（夫・パートナーなど）も一緒に参

加できます。

①６/３㊌
②６/22 ㊊

実施時間
①９：30～12：00
②９：30～12：00
持ち物　母子健康手帳・筆記用具

管理栄養士による栄養相談 乳幼児のいる保護者または妊産婦 随時 電話・来所にて相談を受け付けていま
す。まずは電話でけんこう増進課へ。

要申込

要申込

社会福祉法人葛城福祉園
桜井学園ひよこランド
大字忍阪 32‐1　　43‐0504

▽ �日時　各月第３火曜日 10:00 ～ 11:00

▽内容　�ふれあいあそび・運動あそび・パネルシアター・

　　　　　　製作など

▽ �対象　0 歳～未就園児とその保護者

▽ �費用　無料
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図書館からのお知らせ

こども工作教室「万華鏡をつくろう！」
　「ぐりとぐら」「しろくまのパンツ」
などの人気絵本の包装紙を使って、万
華鏡をつくります。
���日時　６月 28 日㊐

　14：00 ～ 15：30（開場 13：30）
場所　会議室
対象　５歳～小学生（保護者同伴必須）
定員　20 名　　　 費用　無料
�申込方法　来館・往復はがき・電話・FAX・メール（図
書館ホームページお問合せよりメールができます）から
申し込み

第４回桜井市図書館を使った調べる学習コンクール
　小学生を対象に、「桜井市図書館を使った調べる学習コ
ンクール」を開催します。こどもたちが図書館を活用し、
自分で課題を発見し、考え、情報を探し求め、自分の力
で表現する主体的な学びを経験し、「生きる力・考える力」
を育むことが目的です。調べる学習をサポートする講座
なども開催予定です。詳細は市立図書館へ。

６月16 日㊋はホームページが利用できません
　６月 16 日㊋は図書館システムのメンテナンスを行う
ため、ホームページの利用（蔵書検索・予約・貸出の延
長など）ができません。ご理解ご協力をお願いします。

おはなし会
〈桜井おはなしの会〉

日時　６月６日㊏ 10：30 ～ 11：00
場所　おはなしのへや

〈子ども読未知〉　
日時　６月20 日㊏ 15：00 ～ 15：30
場所　会議室

おとなのための読未知朗読会
　子育て中の保護者・高齢の
人・男性など、誰でも気軽に
参加していただけます。
日時　６月26 日㊎ 10：00 ～ 11：00
場所　会議室

ホームページ X
今月の休館日　毎週火曜と

12 日㊎

　旧桜井中学校です。桜井市制祝賀写真コン
クールに応募された写真の 1 枚です。
　当コーナーの写真を募集しています。詳細
は行政経営課（　42 - 9111 内線 1263）へ。

（昭和 30 年頃撮影）

�手話を動画で
確認できます▶

　　社会福祉課障害福祉係
　　 （ 内線2123）
問

①�腕を立て、両手のグー
を向き合わせる。

「住む」

動画で学ぼう
　　　楽しい手話

②��両肘を同時に下ろす。

わるいひとって、どんなひと？
国崎信江 監修・川原瑞丸 絵 / 
日本図書センター
　こどもを守るために親として
できることは「こどもの〈危険
なことから自分を守る力〉を育
てる」こと。わるいひとから自
分を守れるように、安全の基本
をわかりやすく解説。

世界の美しい廃城・廃宮殿
ワン・パブリッシング
　ボディアム城・司馬台長城、
竹田城・戦場となった城・主が
去った宮殿・役目を終えた砦な
ど、歴史の波に呑まれ、やがて
忘れ去られた、世界中の美しい
廃城・廃宮殿を紹介。

今月のおすすめ図書

要申込

問市立図書館（大字河西 31、
44‐2600、FAX44‐2528）
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警察からのお知らせ 桜井警察署（ 46 - 0110）問

梅雨・台風シーズンが到来 風水害の発生に備えましょう
　昨年は、全国で断続的な豪雨・暴風雨
による被害や、伊豆諸島で台風 22・23
号による被害などが発生しました。過去
には奈良県でも紀伊半島大水害が発生す
るなど、梅雨前線・線状降水帯・台風による風水害は、
どこでも発生する可能性があります。
　被害を最小限に抑えるためには、日頃からの備えが大
切です。気象庁の発表する気象情報などを確認するとと
もに、避難情報が発表された場合は、早めの避難を心が
けましょう。

普段からできる対策
●非常持出品（非常持出袋）の準備・点検
● �最寄りの避難所・アンダーパスなど

の危険箇所・避難所まで安全に移動
できる最短ルートなどを、ハザードマッ
プで確認

早めの避難
● �テレビ・ラジオなどで気象情報を確認するとともに、

避難情報にも留意
● �屋外作業や、河川・田畑の水位の確認には行かない
● �川遊びなどの行楽中は、突然の豪雨や河川の増水に注意

グリーンパークからのお知らせ 環境部（ 45 - 2001）問

可燃ごみのみ
（指定袋のみ・現金払い不可）

可燃ごみ・不燃ごみ
粗大ごみ・資源ごみ

第 1・3 土曜日 第 2・4 土曜日
6 月 ６・20 日 13・27 日
7 月 ４・18 日 11・25 日

環境の日と環境月間
　6月 5 日は、昭和47年から開催の国連
人間環境会議を記念に環境の日とされ、
国連でも「世界環境デー」と定められてい
ます。また6月を環境月間と定めています。
● �節電や節水・エコドライブなどの省エネルギーに努め、

地球温暖化防止を。
●ごみの減量・分別・リサイクルを心がけ、ものを大切に。
●食べ物を無駄なく食べきり、食品ロス削減を。
●ごみのポイ捨て・不法投棄などのない美しいまちに。

危険ごみの日
月・木コース6 月23 日‌‌㊋　火・金コース7 月23 日㊍
　危険ごみ（スプレー缶・カセットボンベ・使い捨てラ
イター）は、中身を使い切り穴を開けずに、上記回収日
の午前８時 30 分までに集積場所のコンテナに入れてく
ださい。桜井市グリーンパークに持ち込みの場合は、無
料で引き取ります。

使用済小型家電の回収
　市内各公共施設に無料回収ボックスを設置しています。
小型家電にはレアメタルと呼ばれる希少金属が含まれてお
り、小型家電リサイクル法に基づき適切な回収・リサイク
ルを行っています。ご協力をお願いします。

土曜日の家庭および事業所ごみ（一般廃棄物）搬入受付

�受付時間　８：40 ～ 11：30
　　　　　 （事業所ごみの搬入は、11：00 まで）
※�家庭で不要になったリチウムイオン電池を含む充電式

電池（車両用バッテリーなどを除く）の無料引き取り
は、月～土曜日の搬入受付時間に受け付けています。

消防からのお知らせ 桜井消防署（ 42 - 4119）問

第 1 回危険物取扱者試験準備講習会
　講習会の詳細、開催・中止の決定は奈
良県防災安全協会ホームページへ。
問（一社）奈良県防災安全協会
　　（ 0742‐81‐9788）
第 2 回危険物取扱者試験（全類）
　試験の詳細、開催・中止の決定は消防
試験研究センターホームページへ。
問（一財）消防試験研究センター
　 （ 0742‐32‐5119）

危険物安全週間 (6 月７日㊐～ 13 日㊏）
令和８年度危険物安全週間推進標語

「つかみ取れ！ めざす無事故の 頂きを」
　危険物による火災や事故の多くは
慣れからくる油断や、不注意・知識
不足による誤った取り扱いから発生
しています。使用方法を理解し、正
しく使用しましょう。また、万一の場合に備えて消火方
法を身につけましょう。危険物の取り扱いは、火気厳禁・
冷暗所への保管・密封・転倒防止・換気が必須です。

詳細はこちら▲

詳細はこちら▲

桜井市 web 版
ハザードマップ▲
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北島 大
や ま と

和ちゃん・心
み こ と

琴ちゃん
R2.5.23・R4.8.25 生

お出かけ大好き。

まる

 
　　

LOVE
　ペット

尾上 蒼
そ う ま

真ちゃん・峻
しゅんと

都 ちゃん　
R2.1.7・R7.5.8 生

上岡 空
す い

生 ちゃん　
R7.7.29 生

我が家のアイドル

ねぎ・しお

とらはだいの事
大好きでいつも一緒

とら・だい

【応募方法】氏名・連絡先・ペットの名前・掲載するコメ
ントを記入のうえ、行政経営課へ郵送または下記二次元
コードから写真を添付して応募。掲載か
ら1年経過していれば、再度掲載できます。
※�応募に関係した個人情報は、当該応募

手続きのためにのみ使用します。 応募はこちら▲

【応募方法】氏名・連絡先・お子さんの名前（ふりがな）・
生年月日を記入のうえ、行政経営課へ郵送または下記二
次元コードから写真を添付して応募。市内在住で５歳ま
でのお子さんに限ります（弟妹と一緒の場合は除く）。
掲載から１年経過していれば、再度掲載
できます。
※�応募に関係した個人情報は、当該応募

手続きのためにのみ使用します。 応募はこちら▲

市民の動き　　令和８年４月30 日現在（前月比）
　　　　　〈人口  53,698 人 (-40)〉〈男  25,412 人 (-12)〉〈女  28,286 人 (-28)〉〈世帯数  25,772 世帯 (+7)〉

　皆さんが撮影した桜井市の素敵な写真を投稿してください。投稿
の一部を広報紙などで紹介します。

【投稿方法】
① @sakurai70_official をフォロー
② @sakurai70_official をタグ付け
③ # さくさくさくらい をつけて投稿

市制施行70周年記念 I
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram 今月の１枚

フォローはこちらから▲ @crab.7437822
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